


	 3 平成23年度全国統一の「会員増強運動月間」が始まる
  ◎ 小竹良夫／社団法人荻窪法人会 会長
  ◎ 田中晴弘／社団法人荻窪法人会 組織委員会 委員長
  ◎ 中村直樹／荻窪税務署 副署長

	 5 秋のブロック研修会
  ◎ 【共通テーマ】「漢字よもやま話」講師：中村直樹／荻窪税務署 副署長
  ◎ 第1ブロック「東日本大震災のボランティア活動と今後の活動について」
  講師：区立東田小学校おやじの会　高橋光明氏

  ◎ 第3ブロック「千客万来！教会通リ物語」
  講師：教会通り新栄会 会長 斎藤敬子氏
 　　　　　　　　　　 　　　WEB 委員会 中山弘氏

  ◎ 第4ブロック「東日本大震災と首都直下地震」講師：東京都議会議員 早坂義弘氏
  ◎ 第5ブロック「ゴールドフィンガー」講師：（株）ジロンジュエリー代表　高橋正志氏

  「26年ぶりに税の世界へ帰ってきました」

	12 齋藤	修	荻窪税務署署長インタビュー
  「 今、生き残っているのは、営業力のある工務店です」

	14 秦	寿吉	第4ブロック長インタビュー
  本音トークの座談会 SERIES「支部の役割は地域の活性化。それが支部長の喜びに繋がる。」

	16 新支部長座談会
	 22 厚生事業委員会	特別講演会
  最先端の医療が救う 原発事故 放射能の危険性＆最先端の医療
  ◎講師：日本ジャーナリスト協会幹事／東邦大学医学部客員教授
  　　　　松井宏夫氏

	 24 第10回	ブロック対抗ゴルフ大会

	 25 税務コーナー

	 26 税制改正要望大会
  第28回法人会全国大会 横浜大会のご報告

  【 連 載 】平成23年度
	 28 第25回	今話題の消費税法の改正内容
  ◎ 小林誉光／税制委員会 副委員長

	 30 委員会・部会報告
  広報委員会
  女性部会

	 31 行事予定表

よき経営者をめざすものの団体
それが法人会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経
営者の皆さんを支援する全国組織、それが法人会です。現在、約100万社の会員企業、41 都道県に
442の会を擁する団体として大きく発展しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心
に、さまざまな活動を展開する法人会。税のオピニオンリーダーとしての貢献はもとより、会員の研
鎖を支援する各種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活動を積極的に行って
います。健全な納税者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。

CONTENT

長谷川町子（はせがわまちこ）

佐賀県多久市生まれ。1934年（昭和9年）、東京に転居し山脇高等
女学校（現・山脇学園高等学校）を卒業。デビュー作は「狸のお面」。
1946年（昭和21年）、福岡県の地方紙「夕刊フクニチ」に掲載された

『サザエさん』で新聞4コマ漫画の第一人者となる。同漫画は後に掲載
紙を「新夕刊」から「朝日新聞」と替え、何度か中断期間を挟みつつ
1974年（昭和49年）まで連載された。姉長谷川毬子(1917-)と共に設
立した姉妹出版（当時、のち姉妹社）代表。1982年（昭和57年）、紫
綬褒章受章。1992年（平成4年）5月27日、心不全のため死去。同
年7月、家族漫画を通じ戦後の日本社会に潤いと安らぎを与えたとして
国民栄誉賞が授与された。他に第8回（1962年（昭和37年）度）文藝
春秋漫画賞、第20回（1991年（平成3年）度）日本漫画家協会賞を受
賞。南口の荻窪高校の校庭を南に向かった坂の途中にあった田河水
泡の家に、弟子として暮らしていたことがある。
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皆
様
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
会
員
増
強
推
進

会
議
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

例
年
の
こ
と
で
す
が
、
7
月
、
8
月
、
9

月
は
、
猛
暑
の
中
、
稼
働
法
人
調
査
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
良
い
結
果

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
ま
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
10
月
、
11
月
は
、
会
員
増
強
月

間
と
い
う
こ
と
で
今
年
度
は
、
1
0
0
社
の

会
員
増
強
、
組
織
率
73
％
を
確
保
す
る
た
め

に
、
皆
様
に
引
き
続
き
ご
尽
力
を
お
願
い
す

る
事
に
な
り
ま
す
。

組
織
委
員
会
の
活
動
は
、
荻
窪
法
人
会

の
基
盤
整
備
で
す
。
組
織
率
が
高
ま
れ
ば
、

法
人
会
の
活
動
は
ま
す
ま
す
活
性
化
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
11
月
は
各
委
員
会
で
い
ろ
い
ろ
の

行
事
が
企
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
11
月
6
日

に
は
、
恒
例
に
な
り
ま
し
た
「
街
頭
パ
レ
ー

社
団
法
人
荻
窪
法
人
会 

組
織
委
員
会
会
員
増
強
会
議

平
成
23
年
度
全
国
統
一
の
「
会
員
増
強
運
動
月
間
」
ス
タ
ー
ト
。

9
月
末
で
組
織
率
が
70
・
2
％
。

︻
組
織
委
員
会
と
は
︼
未
加
入
法
人
ヘ
の
会
員
増
強
運
動
推
進
の
た
め
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
・
部
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
役
員
が
勧
奨
活
動
す
る
委
員
会
で
す
。

会長あいさつ　
小竹良夫／社団法人荻窪法人会	会長

組織委員会の活動は、荻窪法人会の基盤整備。

ド
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。「
税
を
考
え
る
週

間
」
に
因
ん
で
国
税
、
都
税
、
区
税
の
広
報

活
動
を
杉
並
区
と
荻
窪
・
杉
並
の
両
税
務
署

そ
し
て
我
々
協
力
団
体
が
一
緒
に
行
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。
今
年
度
で
3
回
目
に
な
り

ま
す
が
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
評
価
の
高
い
活
動
で
す
の
で
皆
様

も
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

本
日
は
こ
の
後
、
会
員
増
強
会
議
を
活

発
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
は
懇
親
会

で
会
員
増
強
の
苦
労
話
と
か
、
今
、
話
題

に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
震
災
の
復
興
の
た
め

の
増
税
の
問
題
な
ど
を
飲
み
な
が
ら
語
り
、

有
意
義
な
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
村
副
署
長
に

は
公
務
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
を
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
日
は
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

毎
年
、
10
、
11
月
の
全
国
統
一
の
「
会
員
増
強
月
間
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

組
織
委
員
会
で
は
9
月
27
日
に
東
信
閣
で
会
員
増
強
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

来
賓
に
は
荻
窪
税
務
署
よ
り
中
村
副
署
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
中
村
副
署
長
が
挨
拶
で
会
員
の
加
入
率
ア
ッ
プ
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
、

そ
し
て
日
頃
の
税
務
行
政
の
理
解
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
増
強
会
議
の
出
席
数
は
60
名
で
、
多
く
の
会
員
増
強
運
動
へ
の
意
欲
が
伺
え
ま
し
た
。



社 団 法 人 荻 窪 法 人 会
組 織 委 員 会 会 員 増 強 会 議
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各
ブ
ロ
ッ
ク
長
様
及
び
各
支
部
長
、
支
部

役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
稼

働
法
人
調
査
が
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。
お

陰
様
で
70
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
の
数
字
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10
、
11
月
と
会
員
増
強
月
間
と
な
り
ま
す

の
で
、
ま
た
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

9
月
27
日
時
点
で
の
状
況
を
説
明
致
し
ま

日
ご
ろ
、
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の
皆

さ
ま
方
に
は
、
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り

ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
の
経
済
情
勢
を
反
映
し
て
か
、
ど
こ

の
法
人
会
も
会
員
数
の
減
少
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
お
る
よ
う
で
す
が
、
当
荻
窪

法
人
会
は
、
東
京
法
人
会
連
合
会
の
中
で

4
年
連
続
第
2
位
と
い
う
高
い
組
織
率
を

誇
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆

さ
ま
方
の
ご
努
力
の
結
果
と
い
う
こ
と
で
、

敬
意
を
表
さ
し
て
い
た
だ
く
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
活
気
あ
る
荻
窪
法
人
会
の

魅
力
を
、
ぜ
ひ
と
も
一
人
で
も
多
く
伝
え
て

い
た
だ
い
て
、
会
員
増
強
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご来賓あいさつ　
中村直樹／荻窪税務署	副署長

委員長あいさつ　
田中晴弘／組織委員会	委員長

荻窪法人会の魅力を多くの
人に伝えていただきたい

充実した事業の運営こそが大切

す
と
、
稼
働
法
人
数
3
3
5
1
社
、
会
員

数
2
3
5
1
社
、
加
入
率
70
・
2
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
今
年
度
入
会
数
14
社
で
す
。
昨
年

度
と
比
較
致
し
ま
す
と
、
稼
働
法
人
数
が
マ

イ
ナ
ス
1
7
7
社
、
会
員
数
が
マ
イ
ナ
ス
93

社
、
加
入
率
は
マ
イ
ナ
ス
0
・
3
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。

昨
年
度
の
現
時
点
の
入
会
数
は
38
社
で

最
終
的
に
79
社
入
会
さ
れ
て
、
加
入
率
71
・

7
パ
ー
セ
ン
ト
の
数
字
を
あ
げ
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

10
、
11
月
は
全
国
統
一
会
員
増
強
月
間
と

し
て
強
力
か
つ
積
極
的
に
勧
奨
活
動
を
行

い
、
荻
窪
法
人
会
と
し
て
の
今
年
度
の
目
標

は
、
新
規
会
員
1
0
0
社
、
加
入
率
73
パ
ー

セ
ン
ト
を
目
指
し
た
と
思
い
ま
す
。
各
支
部

4
〜
5
社
の
新
規
加
入
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
ま
た
、
担
当
支
部
以
外
で
も
、
情
報
の

共
有
化
を
し
て
頂
き
荻
窪
法
人
会
に
た
く

さ
ん
の
新
規
法
人
が
入
会
さ
れ
る
よ
う
に
お

願
い
致
し
ま
す
。

組
織
委
員
会
は
退
会
防
止
及
び
会
員
増

強
を
目
的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
新
し

い
会
員
様
が
入
会
さ
れ
な
い
と
会
の
成
長
、

財
政
の
健
全
化
の
た
め
に
な
り
ま
せ
ん
。

高
い
組
織
率
、
会
員
数
を
持
っ
て
、
充
実

し
た
事
業
の
運
営
こ
そ
が
大
切
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

今
後
共
、
会
員
様
の
ご
協
力
ご
理
解
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
知
り
会
い
の
方
で
、
法
人
会
に
ご
入
会
し
て
い
ら
れ
な
い
法
人
が

有
り
ま
し
た
な
ら
、
是
非
　
ご
入
会
を
勧
め
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
一
緒
に
会
合
、
行
事
に
参
加
さ
れ
れ
ば
一
層
楽
し
い
会
に
な
り

ま
す
。
ご
紹
介
し
た
い
法
人
が
い
ま
し
た
な
ら
、
事
務
局
、
支
部
の

役
員
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
な
お
、
荻

窪
管
内
以
外
の
法
人
紹
介
も
お
気
軽
に
ご
相
談
お
受
け
致
し
ま
す
。

会員のみなさまへのお願い
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平成23年度9月、各ブロックにて秋季研修会が行われました。
各ブロック共通テーマの講演「漢字よもやま話」、第1、3、4、5ブロックは独自のテーマで行いました。
講演レポートについてご紹介します。

【秋の研修会について】荻窪法人会は秋と春に研修会を行っています。荻窪法人会は荻窪税務署管内を5つのブロックに地域割りをしています。
秋はそれぞれのブロックが個別に研修会を聞きます。秋の研修テーマの一つは荻窪税務署に講師をお願いして税務・納税など税金に関わる話
やいままで経験されたことなど講話していただきます。この研修テーマは各ブロック共通ですがブロックに因つては第2部を編成して地域に関わ
る講演を企画することがあります。法人会以外の方も参加できます。

平成23年度　荻窪法人会

ブロック秋季研修会

ブロック 開催日 場　所 他の講演・研修 出席数

1
9月13日（火）
午後6時

杉並区立
井草地域区民センター 2階
第1・2集会室

「東日本大震災のボランティア活動と
今後の活動について」
講師：区立東田小学校おやじの会　高橋光明氏

【共通テーマ】
「漢字よもやま話」
講師：
荻窪税務署
副署長 中村直樹氏

60名

2
9月9日（金）
午後6時

区立杉並会館 34名

3
9月14日（水）
午後6時

荻窪タウンセブン8階会議室 「千客万来！教会通リ物語」
講師：教会通り新栄会 会長 斎藤敬子氏
　　　　　　　　　　 WEB委員会 中山弘氏

50名

4
9月1日（木）
午後6時

久我山稲荷神社 「東日本大震災と首都直下地震」
講師：東京都議会議員 早坂義弘氏

46名

5
9月28日（水）
午後6時

東信閣 「ゴールドフィンガー」
講師：（株）ジロンジュエリー代表　高橋正志氏

40名

計 230名

平成23年
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ま
ず
は
じ
め
に
、
私
は
漢
字
の
専
門
的
な

学
者
で
は
な
く
、
独
自
の
見
解
に
基
づ
く
内

容
で
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
気

軽
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　
「
漢
字
」
は
ご
存
じ
の
通
り
古
代
中
国
で

発
生
し
た
文
字
で
す
。
象
形
文
字
と
言
わ

れ
、
モ
ノ
の
形
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
日
本
も
中
国
も
は
じ
め
は
、
同
じ
文

字
だ
っ
た
の
で
す
が
、
時
代
が
変
わ
る
に
つ

れ
て
、
だ
ん
だ
ん
双
方
の
形
が
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
日
本
は
「
常
用
漢
字
」、
中
国
は

文
化
大
革
命
以
降
に
「
簡
体
字
」
と
し
て
変

化
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
同
じ
形
を
し
た

漢
字
も
あ
り
ま
す
が
、
意
味
が
違
っ
た
り
も

し
ま
す
。

　

同
じ
漢
字
諸
国
で
も
使
う
漢
字
が
異
な

り
、
簡
体
字
は
、
中
国
本
土
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
昔
な
が
ら
の
難
し
い
漢
字
は
、
香
港
や

台
湾
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
現
在

は
中
国
も
簡
略
さ
れ
す
ぎ
た
文
字
で
は
意

味
が
通
じ
づ
ら
く
な
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
た

め
、
元
の
形
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
「
国
字
」
と
は
、
和
製
漢
字
と
も
言
わ
れ
、

日
本
独
特
の
文
字
で
す
。
二
つ
以
上
の
漢
字

を
意
味
の
う
え
か
ら
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ

た
文
字
で
す
。
代
表
的
な
文
字
か
ら
ご
紹
介

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ブロック秋季研修会

「漢字よもやま話」
&「e-Taxの重要性について」

漢字の歴史から
得る教訓

講師：中村直樹／荻窪税務署 副署長　

「
漢
字
」
と
「
国
字
」

1

平成23年度 荻窪法人会 ブロック秋季研修会

平成23年度9月、各ブロックの共通テーマとして
中村直樹荻窪税務署副署長に講師として
ご講演していただきました。
税務に関するテーマが多いブロック研修会ですが、
今回は税にこだわらない内容で
テーマを「漢字よもやま話」と題し
普段使っている漢字の意外な成り立ちや意味を
分かりやすく解説していただきました。

最後に「e-Tax」の重要性についても
お話がありました。

全ブロック
共通テーマ
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現
在
、
日
本
の
公
債
残
高
は
、

6
6
8
兆
円
で
、
こ
の
20
年
で

5
0
0
兆
円
増
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

他
、
震
災
復
旧
た
め
に
も
歳
出
削
減
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

公
共
事
業
費
を
こ
の
2
、
3
年
で
2
兆

円
を
減
ら
し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
減
ら

す
と
道
路
な
ど
が
ガ
タ
ガ
タ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
国
家
公
務
員
の
給
与
削

減
し
て
お
り
ま
す
が
、
公
務
員
の
人
員

削
減
の
話
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
震
災
の
復
旧
の
た
め
に
、
東
北

支
援
へ
多
く
の
職
員
が
手
伝
い
に
行
っ

て
お
り
、
人
手
が
減
っ
て
い
ま
す
し
、

人
員
を
減
ら
せ
ば
、
調
査
・
徴
収
事
務

が
疎
か
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
e

－

T
a
x
」
と
い
う

話
に
繋
が
り
ま
す
。
人
員
を
削
減
す
る

た
め
に
、
事
務
作
業
を
電
子
化
し
て
省

略
化
す
れ
ば
、
浮
い
た
お
金
を
公
債
の

償
還
に
あ
て
た
り
、
震
災
復
興
の
経
費

に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
様
の

貴
重
な
税
金
を
有
意
義
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
e

－

T
a
x

普
及
の
究
極
の
目
標
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

下
心
。「
愛
」
は
、
心
が
真
ん
中
に
あ
り
、

純
真
な
心
を
意
味
し
ま
す
。

　　

女
性
の
生
涯
は
波
瀾
万
丈
、
起
伏
に
富
ん

だ
場
合
が
多
く
あ
る
と
言
わ
れ
、「
男
」
を

使
っ
た
漢
字
は
少
な
い
が
、「
女
」
を
使
っ

た
漢
字
は
非
常
に
多
く
、「
お
ん
な
へ
ん
」

に
「
良
」
で
「
娘
」、
成
長
し
て
「
家
」
に

入
る
と
「
嫁
」、
年
齢
を
重
ね
る
と
「
姑
」、

さ
ら
に
老
い
て
い
く
と
「
姥
」
に
な
る
。
と

い
う
よ
う
に
女
性
の
一
生
を
表
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

他
に
は
、「
好
」
⋮
女
性
が
子
供
を
あ
や

し
て
い
る
形
で
、
そ
の
状
態
は
好
ま
し
い
と

い
う
意
味
で
す
。

　

最
後
に
、
現
在
の
景
気
の
悪
さ
、
震
災
等

で
い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
り
、
暗
い
世
の
中
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、「
明
日
」
と
い
う
文
字

を
見
る
と
、
文
字
通
り
「
日
」、「
月
」、「
日
」

で
、「
昼
間
か
ら
夜
に
な
り
、ま
た
日
が
昇
る
」

と
い
う
成
り
立
ち
に
な
り
ま
す
。

　
「
明
日
」
は
必
ず
来
て
、
明
る
い
日
で
あ

る
と
信
じ
て
や
っ
て
い
れ
ば
、「
信
じ
る
」「
者
」

は
「
儲
」
か
る
と
な
り
ま
す
。

　
「
心
」
と
い
う
漢
字
は
、
辞
書
を
引
く
と

「
気
持
ち
」、「
心
持
ち
」、「
思
い
や
り
」
な

ど
と
あ
り
ま
す
が
、
漢
字
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
、
意
味
が
全
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、

　
「
忠
」
⋮ 

心
を
中
に
向
け
る
。（
親
に
心

を
向
け
る
、
組
織
に
対
し
て
向
け
る
）

　
「
忘
」
⋮
心
を
亡
く
す
。
心
を
ど
こ
か
に

置
き
忘
れ
る
。
心
が
見
え
な
く
な
る
。

　
「
志
」
⋮
十
に
一
つ
の
心
。
侍
の
心
。

　
「
念
」
⋮
心
を
今
に
集
中
さ
せ
る
。

　
「
悪
」
⋮
「
亜
」
は
「
次
」
や
「
二
番
目
」

と
い
う
意
味
で
、
性
善
説
（
人
は
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
悪
人
は
い
な
い
、
人
間
の
本
質

で
は
な
い
）
が
元
に
な
り
、
二
番
目
の
心
と

い
う
意
味
。

　
「
恋
愛
」
に
は
両
方
に
「
心
」
が
入
っ
て

い
ま
す
が
、似
て
非
な
る
も
の
で
、「
恋
」
は
、

「
心
」
と
い
う
漢
字
の

奥
に
あ
る
も
の

2

漢
字
で
見
る

「
女
の
一
生
」

e-

T
a
x
の
重
要
性

3
「
明
日
」
を
信
じ
る
こ
と

4

参加した会員の皆さん。 ホワイトボードを使って解説する中村副署長。

信
じ
る

儲かる

明日を

【経営者の皆さまへ】

＋

＝

者
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高橋講師と講演の様子。

荻
窪
法
人
会
、
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
去
る

9
月
13
日
（
火
）
井
草
地
域
セ
ン
タ
ー
に

於
い
て
、
秋
季
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
、
会
員

60
名
の
参
加
を
頂
き
開
催
致
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
中
村
荻
窪
税
務
署
副
署

長
の
「
漢
字
よ
も
や
ま
話
」
の
テ
ー
マ
で
講

話
を
頂
き
副
署
長
も
仕
事
以
外
で
お
話
し

さ
れ
る
の
で
、
準
備
に
お
時
間
を
要
さ
れ
た

の
で
は
と
お
察
し
致
し
ま
す
。
後
半
に
税

務
署
内
の
事
情
を
話
さ
れ
歳
出
削
減
の
為

に
、
e

－

T
a
x
は
必
要
不
可
欠
で
、
人
件

費
を
削
減
す
る
事
に
よ
り
他
に
税
が
利
用

出
来
る
。
と
の
お
話
に
は
説
得
力
が
あ
り
e

－

T
a
x
の
推
進
す
る
目
的
が
よ
く
理
解
出

来
ま
し
た
。
講
話
で
は
、
講
師
に
東
田
小

学
校
、
お
や
じ
の
会
、
高
橋
氏
の
「
東
日

本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
、
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
」
の
お
話
を
伺
い
、
現
地

で
の
事
情
が
少
し
だ
け
、
見
え
た
気
が
致

し
ま
す
。

た
だ
、
被
災
地
で
の
現
状
は
想
像
を
は
る

か
に
超
え
、
非
常
に
大
変
な
事
と
思
わ
れ

ま
す
。
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
例
年
開
催
し

て
お
り
ま
す
、
4
月
の
「
歩
け
大
会
」、
7

月
の
「
ゴ
ル
フ
大
会
」
は
、
被
災
地
の
方
々

に
配
慮
し
て
自
粛
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

会
員
の
皆
様
が
、
一
同
に
会
し
て
、
お
会
い

出
来
る
の
は
約
半
年
振
り
か
と
思
い
ま
す
。

他
の
会
で
お
逢
い
し
て
い
る
方
も
お
り
ま
す

が
、
研
修
会
に
は
又
違
っ
た
会
員
の
方
々
が

参
加
さ
れ
る
の
で
、
懇
親
の
場
所
で
も
あ
り

ま
す
懇
談
会
に
は
税
務
署
の
方
々
の
ご
出

席
、
中
村
副
署
長
、
永
田
第
一
統
管
、
柿
崎

上
席
も
同
席
さ
れ
、
会
員
と
の
懇
談
を
深

め
て
頂
き
大
変
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
は
会
員
の

方
々
皆
様
が
気
に
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
単
発
的
で
は
な
く
、
永
い
間
、
何
ら

か
の
形
で
継
続
的
支
援
の
必
要
性
を
講
師

高
橋
様
か
ら
の
お
話
か
ら
も
、
汲
み
取
れ

ま
す
。
法
人
会
と
し
て
何
が
出
来
る
か
、

現
在
は
具
体
的
な
案
も
浮
か
び
ま
せ
ん
が
、

会
員
で
継
続
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
ば
か
り

で
す
。
又
、
会
員
の
皆
様
が
よ
り
身
近
な

税
務
署
と
し
て
相
談
出
来
る
事
が
研
修
会

開
催
の
大
き
な
目
的
か
と
思
い
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
事
業
の
繁
栄
、
ご
健
勝
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

第1ブロック
秋季研修会レポート
レポート：木山濃美 第1ブロック長

「
東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
」

講
師
：
区
立
東
田
小
学
校
お
や
じ
の
会　

高
橋
光
明
氏

平成23年度　荻窪法人会　ブロック秋季研修会
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荻
窪
北
側
青
梅
街
道
み
ず
ほ
銀
行
荻
窪

支
店
か
ら
天
沼
教
会
ま
で
の
道
幅
4
メ
ー

ト
ル
、
長
さ
3
0
0
メ
ー
ト
ル
近
く
に
空

き
店
舗
も
な
く
、
90
店
舗
近
い
商
店
か
ら

成
り
立
っ
て
い
る
、
教
会
通
り
新
栄
会
は

昨
年
度
の
「
東
京
商
店
街
グ
ラ
ン
プ
リ
」

を
受
賞
し
た
。

　

2
9
0
0
の
商
店
街
の
頂
点
に
立
っ
た

事
業
と
は
？ 

お
二
人
を
講
師
に
招
い
て
お

話
を
聞
い
て
み
た
。

　

教
会
通
り
が
ほ
か
の
商
店
街
と
少
し
違

う
と
こ
ろ
は
、「
Ｗ
ｅ
ｂ
委
員
会
」
が
あ
る

こ
と
で
し
た
。
学
生
時
代
の
文
化
祭
等
と

同
様
に
、
実
行
委
員
会
形
式
を
と
り
、
宣

伝
部
、
総
務
部
、
厚
生
部
、
施
設
部
、
婦

人
部
⋮
等
の
既
存
の
組
織
と
は
関
係
な
く

人
を
集
め
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
委
員
会
は
、
毎
月
第
二
土
曜

日
に
集
ま
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジw

w
w

.

kyokai-dori.com

を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

し
た
り
、
IT
の
活
用
な
ど
、
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
た
の
が
、
今
回
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た

「
千
客
万
来
！
教
会
通
り
物
語
」
だ
っ
た
わ

け
で
す
。
普
段
入
れ
な
い
お
店
の
奥
ま
で

「
取
材
」
と
称
し
て
入
り
込
み
、
他
の
店
に

な
い
「
こ
だ
わ
り
」
を
発
見
し
て
、
仲
間
を

お
互
い
に
自
慢
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
店
主
だ
け
の
目
線
で
な
く
、
店
を
切

り
盛
り
し
て
き
た
女
性
の
目
線
、
若
手
青

年
部
の
目
線
な
ど
、
切
り
口
が
増
え
て
き

ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
後
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
委
員

会
を
2
つ
の
チ
ー
ム
に
分
け
る
こ
と
で
、

競
い
合
い
な
が
ら
商
店
を
取
材
・
編
集
し

て
い
ま
す
。

　

教
会
通
り
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、

お
店
の
人
に
初
め
て
会
っ
た
気
が
し
ま
せ

ん
。
土
日
に
は
、
携
帯
を
片
手
に
訪
ね
て

く
る
お
客
様
が
遠
く
か
ら
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

よ
う
で
す
。

　

素
人
だ
か
ら
で
き
る
手
作
り
の
動
画
発

信
、
教
会
通
り
の
「
I
C
T
」
の
活
用
は
、

一
見
の
価
値
が
あ
り
そ
う
で
す
。

テ
ー
マ
「
千
客
万
来
！
教
会
通
リ
物
語
」

講
師
： 

教
会
通
り
新
栄
会 

会
長　

斎
藤
敬
子
氏

 
 

W
E
B
委
員
会　

中
山
弘
氏　

ホームページをプロジェクターに映して説明。

第3ブロック
秋季研修会レポート

レポート：広報委員会

平成23年度　荻窪法人会　ブロック秋季研修会

［荻窪教会通り商店街公式サイト］
http://www.kyokai-dori.com/

公式サイトの他に「Twitter（@
kyokaidori）」、「Facebook
ページ」も活用。
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9
月
1
日
の
防
災
の
日
と
い
う
こ
と
で
、

こ
う
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

皆
さ
ま
ご
存
じ
の
通
り
、
東
日
本
大
震

災
は
大
津
波
「
水
」
の
被
害
、
一
方
で
こ
れ

か
ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
首
都
直
下
地
震
で

は
火
災
「
火
」
の
被
害
で
、
こ
れ
ら
は
対

策
が
全
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
お
話
し

い
た
し
ま
す
。

私
は
、
地
震
が
起
き
た
時
は
都
庁
に
お
り

ま
し
た
が
、
防
災
の
N
P
O
法
人
で
働
い
て

い
た
の
で
防
災
に
関
し
て
は
専
門
で
あ
る
と

自
負
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
3
月
12
日
に
自

分
の
車
で
仙
台
へ
行
き
ま
し
た
。

今
で
も
毎
月
一
回
東
北
へ
話
を
聞
き
に
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
、
瓦
礫
の
山
に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
あ
り
、
場
所
に
よ
っ
て
差

が
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
回
の
特
徴
は
原
子
力
発
電
所
の
被
害
が

あ
っ
た
こ
と
で
す
。
実
は
、
東
京
電
力
は
原

発
の
依
存
度
が
低
く
、
火
力
発
電
で
ま
か
な

え
た
た
め
、
他
へ
電
力
を
回
す
こ
と
が
出
来

た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
不
思
議
な
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
で
も
多
聞
に
報
道
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
火
葬
場
が
被
害
に
遭
い
「
仮
埋
葬

（
一
時
的
に
土
葬
し
て
そ
の
後
、
掘
り
返
し

火
葬
す
る
）」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
地

で
は
対
応
し
き
れ
ず
、
東
京
都
で
は
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
応
援
を
い
た
だ
い
て
8
6
0
体
ご

遺
体
を
引
き
取
り
、
火
葬
し
て
戻
す
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

遺
体
を
埋
葬
す
る
作
業
を
し
て
い
る
自
衛

隊
の
方
に
聞
い
た
話
で
は
、
防
臭
剤
・
防
腐

剤
を
使
用
す
る
と
き
は
絶
対
に
臭
い
の
あ
る

も
の
は
使
っ
て
は
い
け
な
い
そ
う
で
す
。
と

テ
ー
マ
「
東
日
本
大
震
災
と
首
都
直
下
地
震
」　

講
師
：
東
京
都
議
会
議
員　

早
坂
義
弘
氏

写真を見ながら説明する早坂講師。

第4ブロック
秋季研修会レポート

レポート：広報委員会

平成23年度　荻窪法人会　ブロック秋季研修会

い
う
の
は
、
自
衛
隊
の
方
が
普
段
の
生
活
で

同
じ
臭
い
が
し
た
と
き
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
が
起
き
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
大
変
な
仕

事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

次
に
首
都
直
下
地
震
の
話
で
す
が
、
30
年

以
内
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
の
地
震
が
東
京

に
起
こ
る
可
能
性
が
高
く
、
確
率
は
70
％
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
時
に
死
亡
の
原
因
と
な

っ
た
の
は
建
物
が
倒
壊
し
た
こ
と
だ
と
科
学

的
に
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
教
訓
か
ら
建

物
の
強
化
・
耐
震
化
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

現
在
、
民
間
の
建
物
で
都
内
の
4
分
の
1

が
耐
震
性
に
欠
け
、
建
築
基
準
法
改
正
前

の
昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
は
危

険
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
杉
並

区
で
は
無
料
で
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
あ
て
は
ま
る
方
は
是
非
診
断
を
受
け
て

欲
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
最
も
大
切
な
こ
と
は
「
亡
く
な

っ
た
人
の
声
」
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
と
こ

で
す
。
同
じ
被
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

「
減
災
」
対
策
を
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の

被
害
、
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
地
震
を
乗
り

越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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い
つ
の
間
に
か
猛
暑
も
影
を
潜
め
、
す
っ

か
り
秋
ら
し
く
な
っ
た
9
月
28
日
、
東
信

閣
に
て
第
5
ブ
ロ
ッ
ク
﹃
秋
季
研
修
会
﹄
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

嶋
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶
、
ご
来
賓
と
し
て

中
村
副
署
長
に
ご
挨
拶
を
頂
い
て
、
開
会

し
た
今
年
の
秋
季
研
修
会
は
、
税
務
研
修

会
と
会
員
講
話
の
二
本
立
て
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

先
ず
は
、
税
務
研
修
会
。﹃
漢
字
よ
も
や

ま
話
﹄
と
題
し
て
、
中
村
副
署
長
か
ら
漢
字

の
起
源
や
成
立
ち
、
意
味
な
ど
を
、
解
り
や

す
く
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
特
に
、﹃
心
と

い
う
漢
字
の
奥
に
あ
る
も
の
﹄
や
﹃
漢
字
で

み
る
女
の
一
生
﹄
等
の
話
は
、
普
段
何
気
な

く
使
っ
て
い
る
漢
字
を
改
め
て
認
識
し
、
思

わ
ず「
な
る
ほ
ど
！
」と
頷
け
る
話
で
し
た
。

し
か
し
、「
税
務
研
修
な
の
に
・
・
・
」

と
疑
問
が
湧
い
た
終
盤
、
国
家
予
算
の
話
か

ら
税
収
の
話
に
な
り
、
公
務
員
の
給
与
や
経

費
削
減
に
勤
し
ん
で
い
る
現
状
か
ら
、﹃
e

－

T
a
x
﹄
が
経
費
削
減
の
重
要
な
価
値
を

持
つ
と
い
う
話
に
、
思
わ
ず
「
な
る
ほ
ど
！
」

と
、
ま
た
ま
た
頷
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
5
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
は
、
初

め
て
開
催
さ
れ
る
会
員
講
話
。（
株
）
ジ
ロ

ン
ジ
ュ
エ
リ
ー
代
表
取
締
役
、
高
橋
支
部

長
（
第
24
支
部
）
に
﹃
ゴ
ー
ル
ド
フ
ィ
ン
ガ

ー
（
金
買
い
で
丸
儲
け
）﹄
と
い
う
、
非
常

に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
題
材
で
講
話
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
映
画
、
0
0
7
の
話
題
か

ら
世
界
の
﹃
金
﹄
事
情
、
荻
窪
地
区
の
金

商
売
の
現
況
等
、
ま
さ
に
﹃
金
﹄
尽
く
し
の

講
話
で
し
た
。
中
で
も
、
世
界
中
に
金
塊
が

3
2
6
0
0
ト
ン
し
か
？
な
く
、
そ
の
1
／

4
を
ア
メ
リ
カ
が
所
有
し
て
い
る
話
や
、
そ

の
金
塊
も
メ
ッ
キ
で
は
な
い
か
？
疑
惑
の
話

な
ど
、
0
0
7
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
ボ
ン
ド
を
地

で
行
く
様
な
、
我
々
の
日
常
か
ら
か
け
離
れ

た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
話
は
圧
巻
で
し
た
。

「
ゴ
ー
ル
ド
フ
ィ
ン
ガ
ー
」 

講
師
：
︵
株
︶
ジ
ロ
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー
代
表　

高
橋
正
志
氏

講師の高橋氏。

第5ブロック
秋季研修会レポート

レポート：研修委員　山寺敏也

平成23年度　荻窪法人会　ブロック秋季研修会

そ
し
て
、
最
終
章
の
﹃
生
き
て
い
る
だ
け

で
丸
儲
け
、
今
日
も
元
気
で
丸
儲
け
、
金

を
買
わ
ず
し
て
売
ら
ず
し
て
心
安
ら
か
﹄
と

い
う
コ
ピ
ー
と
、﹃
価
値
の
あ
る
投
資
は
金

で
は
な
く
、
人
！
﹄
と
い
う
、
高
橋
支
部
長

の
魅
力
あ
る
お
人
柄
を
垣
間
見
て
、
素
晴
ら

し
い
講
話
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

各
委
員
会
の
報
告
、
井
川
支
部
長
（
第

22
支
部
）
の
こ
れ
か
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
行
事
案

内
、
大
同
生
命
保
険
（
株
）、
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
会
社
各
ご
担
当
者
の

お
知
ら
せ
の
後
、
小
野
瀬
支
部
長
（
第
21

支
部
）
の
閉
会
の
挨
拶
を
も
っ
て
研
修
会
は

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

懇
談
会
は
会
場
を
移
し
、
田
辺
副
ブ
ロ
ッ

ク
長
の
開
宴
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
柴
田
副
会

長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
、
高
木
支
部
長
（
第

23
支
部
）
の
乾
杯
で
、
和
や
か
に
開
宴
と
な

り
ま
し
た
。

東
信
閣
さ
ん
の
美
味
し
い
中
華
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
時
間
の
懇
談

会
で
し
た
が
、
中
村
副
署
長
に
も
ご
参
加

頂
き
、
e

－

T
a
x
や
租
税
談
議
に
花
が
咲

い
て
い
ま
し
た
。

宴
も
た
け
な
わ
の
20
時
頃
、
平
井
支
部
長

（
第
25
支
部
）
の
一
本
締
め
を
も
っ
て
懇
談

会
を
締
め
括
り
、
第
5
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修

会
は
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
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齋
藤
署
長
は
昭
和
32
年
、
北
海
道
の
お
生

ま
れ
で
、
少
年
時
代
を
函
館
で
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。
函
館
山
か
ら
臨
む
夜
景
は
、
な
に
よ

り
も
美
し
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
父
が
転
勤
族
で
、
私
が
生
ま
れ
た
の
は
イ

カ
飯
で
有
名
な
森
町
で
し
た
が
、
ま
も
な
く

函
館
に
移
り
ま
し
た
。
函
館
湾
か
ら
イ
カ
釣

り
の
漁
り
火
が
見
え
て
、
き
れ
い
で
し
た
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
の
遊
び
と
い
え
ば
、
北
海

道
で
す
か
ら
ス
キ
ー
で
す
ね
。
汽
車
で
20

分
く
ら
い
行
け
ば
ス
キ
ー
場
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
特
に
中
学
の
こ
ろ
は
、
冬
休
み
に
な
る

と
吹
雪
で
な
け
れ
ば
ス
キ
ー
ば
っ
か
り
で
す
。

東
京
で
は
泊
ま
り
が
け
で
行
く
ぜ
い
た
く
な

ス
ポ
ー
ツ
か
も
し
れ
な
い
が
、
向
こ
う
で
は

日
帰
り
で
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
行
く
よ
う
な

と
こ
ろ
で
す
」

　

生
ま
れ
育
っ
た
北
海
道
か
ら
上
京
し
、
税

務
職
員
と
し
て
最
初
に
赴
任
し
た
の
が
日
本

橋
税
務
署
。
資
料
部
門
で
、
資
料
情
報
を
収

集
す
る
仕
事
で
し
た
。

「
企
業
か
ら
提
出
さ
れ
た
法
定
調
書
の
監
査

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
資
料
が
合
っ
て

い
る
か
、
漏
れ
が
な
い
か
な
ど
を
見
る
ん
で

す
が
、
大
企
業
ほ
ど
数
が
多
い
。
私
は
若
く

駆
け
出
し
の
こ
ろ
で
す
。
有
名
な
大
企
業
で

す
と
専
門
的
な
方
が
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、

い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
貴

重
な
体
験
で
し
た
。
2
つ
め
の
武
蔵
府
中
税

務
署
で
は
法
人
税
を
、
3
つ
め
の
京
橋
税
務

署
で
は
総
務
課
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
そ
こ
で
税
務
大
学
校
の
本
科
研
修
の
試

験
に
合
格
し
て
、
1
年
間
の
研
修
を
受
け
ま

し
た
」

　

そ
の
1
年
間
で
法
人
税
の
勉
強
を
し
、
3

月
に
卒
業
。
川
崎
北
税
務
署
へ
赴
任
し
、
こ

れ
か
ら
本
格
的
に
研
修
成
果
を
発
揮
で
き
る

と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
し
た
。
な
ん

と
財
務
省
、
当
時
の
大
蔵
省
の
大
臣
官
房
秘

書
課
へ
の
辞
令
が
出
た
そ
う
で
す
。

「
企
業
で
い
え
ば
人
事
部
の
仕
事
で
す
。
職

員
の
採
用
を
は
じ
め
と
す
る
人
事
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
給
与
に
関
す
る
こ
と
、
あ
る
い

は
そ
の
財
源
の
要
求
、
変
わ
っ
た
も
の
で
は

勲
章
や
褒
章
な
ど
、
栄
典
に
関
し
て
の
財
務

省
の
窓
口
と
し
て
の
仕
事
も
あ
り
ま
し
た
。

私
は
こ
の
夏
、
荻
窪
税
務
署
長
を
拝
命
す
る

ま
で
の
26
年
間
、
ず
っ
と
そ
こ
に
お
り
ま
し

た
。
正
確
に
は
、
そ
の
う
ち
の
1
年
間
だ
け

は
大
阪
の
近
畿
財
務
局
に
出
向
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
ほ
ど
長
く
同
じ
部
署
に
い
る
人

は
あ
ま
り
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
っ
た
く

税
と
は
関
係
な
い
世
界
で
す
。
で
す
か
ら
、

荻
窪
署
長
に
就
任
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
ご
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
が
、﹃
税
と
は

関
係
な
い
世
界
か
ら
26
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き

ま
し
た
の
で
緊
張
の
毎
日
で
す
﹄
と
い
う
の

が
最
初
の
一
言
で
し
た
」

税務職員となったものの、26年間、大蔵省（現・財務省）で税とは無縁のお仕事をされてきた新署長の齋藤修氏。
前署長の竹本節子氏も、大蔵省から税務署へ入られていますが、不思議なご縁を感じます。

「ぜひとも一度は税の組織に戻りたい」と心の中で願っていたという齋藤署長に、少年時代の思い出、大蔵省大臣
官房秘書課への道のり、ご趣味のマラソンにについてなど、さまざまなお話をうかがいました。

齋藤 修
荻窪税務署署長インタビュー

「2 6 年ぶりに
税の世界へ帰ってきました」

聞き手／鹿野 修二・真野 大

財
務
省
大
臣
官
房
秘
書
課
に
26
年

荻窪法人会は税務の協力団体でもあります。
新任の税務署長の人柄を紹介しながら、税務行政について、
また荻窪の感想をお聞きします。
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ご
趣
味
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
走
り
始
め
た

2
0
0
3
年
当
時
、
齋
藤
署
長
は
文
京
区
に

お
住
ま
い
だ
っ
た
た
め
皇
居
が
近
く
、
休
日

に
は
皇
居
を
2
〜
3
周
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
走
り
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
年
齢
と
と
も

に
体
を
動
か
す
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
、

体
型
も
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
（
笑
）。

そ
の
う
ち
、
自
分
を
試
し
た
く
な
っ
て
大

会
に
出
始
め
ま
し
た
。
走
っ
て
い
る
と
き

は
苦
し
く
て
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
な
ん
か
だ
と

﹃
も
う
出
な
い
ぞ
！
﹄
と
思
い
ま
す
が
、
走

り
終
え
た
と
き
に
は
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
公
務
員
は
意
外
に
狭
い
世
界
で
生

き
て
い
ま
し
て
、
外
と
の
交
流
を
避
け
て
い

る
よ
う
な
面
さ
え
あ
り
ま
す
。
で
も
、
ジ

ョ
ギ
ン
グ
し
た
り
大
会
へ
行
く
と
い
ろ
い
ろ

な
人
が
い
て
、
と
き
に
は
懇
親
会
も
あ
り

ま
す
。
医
師
も
い
れ
ば
、
企
業
に
勤
め
て
い

る
人
も
い
て
、
職
を
持
っ
て
い
な
い
人
も
い

る
、
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
年
齢
層

も
幅
広
い
。
え
ら
い
人
も
え
ら
く
な
い
人

も
な
い
、
そ
う
い
う
交
流
が
新
鮮
で
し
た
。

ハ
ー
フ
や
10
キ
ロ
の
ほ
か
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

も
年
に
3
〜
4
本
は
走
り
ま
す
。
署
内
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
に
も
所
属
し
て
い
ま

す
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
は
第
1
回
の
抽
選
に

当
た
っ
て
、
走
り
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
も
、
や
は
り
練
習
で
す
ね
。
1

か
月
に
3
0
0
〜
4
0
0
キ
ロ
を
走
っ
て
い

る
時
期
は
一
番
い
い
成
績
で
し
た
。
始
め
た

の
は
40
歳
を
超
え
て
か
ら
で
す
が
、
そ
れ

で
も
タ
イ
ム
は
伸
び
る
も
の
で
す
ね
。
反
対

に
、
や
ら
な
く
な
る
と
落
ち
て
い
き
ま
す
」

　

ご
家
族
は
、
奥
様
と
2
人
の
娘
さ
ん
で
、

現
在
は
中
野
区
に
お
住
ま
い
で
す
。

「
妻
は
大
蔵
省
当
時
の
秘
書
課
に
お
り
ま
し

て
、職
場
結
婚
で
す
。同
じ
職
員
で
す
か
ら
、

仕
事
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
て
助
か
り

ま
し
た
。
忙
し
い
と
家
に
帰
っ
て
こ
な
い
、

帰
っ
て
き
て
も
夜
中
の
3
時
4
時
。
始
発
で

帰
っ
て
、
風
呂
に
入
っ
て
着
替
え
て
、
ま
た

出
か
け
る
と
い
う
よ
う
な
生
活
は
、
普
通
の

人
は
理
解
し
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

2
人
の
娘
は
、
今
年
長
女
が
就
職
し
、

次
女
は
高
校
2
年
生
。
世
間
で
は
、
父
と

娘
は
会
話
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
聞

い
て
い
ま
す
が
、
普
段
あ
ま
り
家
に
い
な
か

っ
た
せ
い
か
顔
を
合
わ
せ
る
と
よ
く
話
を
し

ま
す
。
荻
窪
署
に
転
勤
に
な
っ
た
お
か
げ
で

少
し
は
休
み
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今

年
の
夏
は
久
し
ぶ
り
に
、
家
族
み
ん
な
の
休

み
を
調
整
し
て
3
日
間
、
沖
縄
旅
行
を
し

ま
し
た
」

　

荻
窪
税
務
署
に
赴
任
さ
れ
て
数
か
月
。

風
通
し
の
よ
い
職
場
を
心
が
け
て
い
る
そ
う

で
す
。
署
内
で
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
未
然
に
防
ぎ
ま

す
。
ま
た
、
個
人
的
な
悩
み
は
人
に
打
ち
明

け
る
こ
と
で
解
消
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
で
す
か
ら
、
私
は
署
長
室
の
ド
ア
を
い
つ
も

開
け
っ
放
し
で
す
し
、で
き
る
だ
け
事
務
室
の

方
に
行
っ
て
、皆
さ
ん
と
話
し
て
い
ま
す
。
話

し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

今
の
荻
窪
署
の
職
員
構
成
を
見
る
と
、
ベ

テ
ラ
ン
の
人
と
、
採
用
か
ら
数
年
と
い
う
若

い
人
の
2
つ
の
層
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
は
、
我
々
の
先

輩
が
築
い
て
き
た
よ
き
伝
統
や
事
務
に
お
い

て
の
技
術
な
ど
が
、
若
い
人
た
ち
に
う
ま
く

伝
承
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
後
継
者
を
育
て
る

つ
も
り
で
人
材
育
成
を
し
て
く
だ
さ
い
と
、

お
話
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
人
た
ち

INTERVIEW

に
は
、先
輩
の
技
術
を
盗
み
取
っ
て
ほ
し
い
。

署
で
は
、
そ
ん
な
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
」

　

最
後
に
、
荻
窪
法
人
会
へ
の
一
言
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

「
荻
窪
法
人
会
の
皆
様
は
人
柄
の
い
い
方
ば

か
り
で
、
着
任
に
あ
た
っ
て
ご
あ
い
さ
つ
に

ま
わ
り
ま
し
た
が
、
税
務
署
と
の
協
力
関
係

も
良
好
で
、
納
税
者
の
方
々
の
意
識
が
高
い

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
会
報
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
勉
強
会
を
開
い

た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
等
の
積
極
的
な
活

動
な
ど
、
た
い
へ
ん
熱
心
に
活
動
さ
れ
て
い

る
な
と
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

荻
窪
税
務
署
で
は
敷
地
内
に
咲
く
「
鬱う
こ
ん金

桜
」
が
有
名
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
春

に
咲
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

話
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り

走
り
終
え
た
と
き
の
達
成
感
！
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第
4
ブ
ロ
ッ
ク
の
新
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
秦
氏

は
、
昭
和
25
年
、
杉
並
区
久
我
山
で
お
生
ま

れ
に
な
り
ま
し
た
。
久
我
山
に
は
「
秦
」
姓

が
多
く
、
そ
の
本
家
を
た
ど
れ
ば
、
4
0
0

年
の
歴
史
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

「
う
ち
の
秦
家
は
祖
父
が
分
家
し
て
で
き
て
、

私
で
や
っ
と
3
代
目
で
す
。
秦
工
務
店
は
親

父
が
作
っ
た
会
社
で
す
が
、
親
父
は
新
し
い

も
の
好
き
で
﹃
戦
後
、
木
造
に
鉄
骨
の
梁
を

入
れ
た
の
は
オ
レ
だ
﹄
と
言
っ
て
ま
し
た
。

　

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
神
田
川
の
下
の

田
ん
ぼ
で
、
コ
イ
や
フ
ナ
を
釣
っ
て
ま
し
た
。

お
も
ち
ゃ
な
ん
か
な
い
か
ら
、
自
然
の
遊
び

で
す
。
う
ち
は
材
木
屋
で
木
が
あ
っ
た
か

ら
、
木
を
く
り
抜
い
て
船
を
作
っ
て
、
モ
ー

タ
ー
を
つ
け
て
、
井
の
頭
公
園
ま
で
行
っ
て

浮
か
べ
た
り
ね
。
井
の
頭
公
園
は
自
転
車
で

10
分
、
歩
い
て
30
分
、
格
好
の
遊
び
場
で
し

た
よ
。
小
学
校
は
高
井
戸
第
2
小
、
中
学
は

富
士
見
个
丘
だ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
遠
か
っ
た
。

中
学
の
と
き
は
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
ま
し
た
」

　

秦
氏
は
、
5
人
兄
弟
の
4
番
目
。
8
歳
上

の
長
男
は
、
秦
氏
が
高
校
生
の
と
き
に
、
す

で
に
職
人
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

「
兄
が
親
父
の
跡
を
継
い
で
、
私
が
兄
の
手

伝
い
を
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

高
校
の
と
き
か
ら
図
面
を
描
い
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
親
父
と
兄
は
、
似
た
者
同

士
で
、
磁
石
の
プ
ラ
ス
と
プ
ラ
ス
の
よ
う
に

反
発
し
て
い
た
。
私
は
、そ
れ
を
見
て
い
て
、

親
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。

大
学
に
入
っ
た
ら
、
お
じ
さ
ん
か
ら
も
﹃
お

前
が
跡
を
継
ぐ
ん
だ
ぞ
﹄
と
言
わ
れ
て
、
ま

じ
め
な
4
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
（
笑
）。

職
業
柄
、
大
家
族
で
す
か
ら
、
と
に
か
く
一

人
に
な
り
た
く
て
、
地
方
の
建
築
学
科
の
あ

る
大
学
に
入
っ
た
ん
で
す
。
昔
か
ら
、
他
人

の
釜
の
飯
を
食
え
と
か
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、

外
か
ら
東
京
を
見
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
よ
く
わ
か
る
。
そ
れ
で
、
頑
張
ら
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
」

　

昔
は
「
家
を
建
て
る
」
と
言
い
ま
し
た
が
、

今
は
「
家
を
買
う
」
と
い
う
感
覚
を
持
つ
人

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
建
て
売
り
で
も
、
注

文
住
宅
で
あ
っ
て
も
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
が
作

っ
た
も
の
を
「
買
う
」
こ
と
が
主
流
の
時
代

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
昭
和
30
年
代
か
ら
40
、
50
年
代
と
営
業
な

ん
て
し
な
く
て
仕
事
が
ど
ん
ど
ん
来
た
時
代

に
、
大
工
の
親
方
が
次
々
と
工
務
店
を
開
き

ま
し
た
。
で
も
現
在
、
こ
の
業
界
で
生
き
残

っ
て
い
る
の
は
、
職
人
上
が
り
の
工
務
店
で

は
な
く
、
材
木
屋
や
不
動
産
屋
か
ら
工
務
店

に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
れ
は
営
業
力

が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
見
積
書
を
パ

「職業柄、年寄りと話すことが多くて、つい昔話になっちゃって……」と前置きをされてのインタビュー。秦ブロック
長はご結婚当初、奥様に「なぜ、しゃべらないの？」と聞かれたほど無口だったそうです。「それホントですか？」と突
っ込みたくなるくらい、話題にあふれた楽しいひとときでした。子ども時代から（株）秦工務店を継いで現在に至るま
での、さまざまなエピソードをうかがいました。

秦 寿吉
第4ブロック長インタビュー

「今、生き残っているのは、
営業力のある工務店です」

聞き手／鹿野 修二・真野 大

井
の
頭
公
園
が
遊
び
場

工
務
店
は
、
家
の
お
医
者
さ
ん

荻窪法人会は荻窪税務署管内を5 つのブロックに地域割りをして
います。1ブロックが約500社で構成されていますがブロック長はそ
の500社の取りまとめをします。それぞれの地域における社会貢献
や地域活動のリーダーとしての役割も担っています。
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ソ
コ
ン
で
作
っ
た
り
、
C
A
D
で
カ
ラ
ー
の

パ
ー
ス
を
作
っ
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持

っ
た
り
、
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
た
営

業
力
の
あ
る
と
こ
ろ
し
か
残
れ
な
い
状
態
で

す
。

　

私
は
大
学
へ
行
っ
て
頭
で
っ
か
ち
に
な
っ

て
た
か
ら
、
親
父
に
﹃
大
工
っ
て
い
う
字
は
、

大
き
く
工
夫
す
る
っ
て
書
く
ん
だ
。
重
箱
の

ス
ミ
つ
つ
く
よ
う
な
細
け
ぇ
こ
と
言
う
ん
じ

ゃ
ね
ぇ
﹄な
ん
て
怒
ら
れ
て
ま
し
た
。
で
も
、

理
屈
だ
っ
て
大
事
だ
し
、
昔
か
ら
の
職
人
さ

ん
は
、
そ
の
理
屈
が
言
え
な
く
て
仕
事
が
な

く
な
っ
ち
ゃ
う
と
い
う
こ
と
も
あ
る
」

　

20
数
年
前
、
ま
だ
、
20
メ
ガ
バ
イ
ト
の
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
が
25
万
円
も
し
た
時
代
に
、

秦
氏
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
購
入
し
ま
し
た
。

「
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
負
け
な
い
営
業
力
を

持
つ
た
め
に
も
、
C
A
D
が
や
り
た
か
っ
た

し
、
字
が
汚
い
か
ら
（
笑
）、
見
積
書
を
書

く
の
に
ほ
し
く
て
ね
。
で
も
、
そ
の
う
ち

に
、
一
品
生
産
の
個
人
住
宅
を
建
て
る
の
に

C
A
D
な
ん
か
い
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た

ん
で
す
よ
。
手
で
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
で
い
い
。

今
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
顧
客
管
理
と
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
使
っ
て
い
ま
す
」

　

工
務
店
と
は
、
家
が
生
ま
れ
て
、
そ
の
役

割
を
終
え
る
ま
で
の
す
べ
て
を
面
倒
見
る
と

こ
ろ
で
、
家
の
お
医
者
さ
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

「
今
は
家
を
建
て
た
ら
工
務
店
が
10
年
は
保

証
す
る
の
が
当
た
り
前
で
す
。
要
望
が
あ
れ

ば
、
す
ぐ
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
ま
す
。
し

か
し
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
は
営
業
が
い
て
、

積
算
が
い
て
、
図
面
を
描
く
人
が
い
て
、
す

べ
て
分
業
。
会
社
と
し
て
は
ブ
ラ
ン
ド
が
あ

る
け
れ
ど
、
責
任
の
所
在
が
わ
か
ら
な
い
。

完
成
後
、
ク
レ
ー
ム
を
言
お
う
と
し
た
ら
、

営
業
マ
ン
は
ど
こ
か
他
所
へ
行
っ
ち
ゃ
っ
て

る
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
な
ん
で
す
。
私
な

ん
か
久
我
山
で
生
ま
れ
て
、
逃
げ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
ん
だ
か
ら
（
笑
）」　

　　　

秦
氏
が
、
30
代
だ
っ
た
こ
ろ
、
父
親
と
衝

突
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
会

社
は
、
大
き
く
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と

思
っ
て
い
た
、
若
き
日
の
秦
氏
。
し
か
し
、

社
長
で
あ
る
父
は
、
節
税
に
重
き
を
置
い
て

い
た
と
い
い
ま
す
。

「
今
に
な
れ
ば
、
会
社
を
大
き
く
す
る
よ
り
、

い
か
に
自
分
や
子
ど
も
た
ち
、
子
孫
が
、
将

来
に
わ
た
っ
て
こ
の
地
域
で
暮
ら
せ
る
か
、

資
産
を
残
せ
る
か
が
大
事
だ
と
わ
か
り
ま

す
。
一
方
で
、今
の
時
代
は
年
金
問
題
等
々
、

総
合
的
に
考
え
る
と
基
本
は
一
人
の
個
で

す
。
親
が
子
ど
も
に
残
す
こ
と
を
考
え
る
か

ら
、
子
ど
も
の
考
え
方
が
甘
く
な
る
。
子
ど

も
は
子
ど
も
で
、
自
分
で
一
生
懸
命
生
き
ろ

と
い
う
教
育
方
針
の
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
も
思
い
ま
す
ね
」

　

秦
氏
の
息
子
さ
ん
は
今
年
31
歳
、
秦
工
務

店
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
親
が
子
ど

も
に
厳
し
く
す
る
の
は
難
し
い
と
も
。

「
本
当
は
、
親
に
自
分
の
子
ど
も
は
育
て
ら

れ
な
い
、
地
域
や
周
囲
の
人
た
ち
に
育
て
て

も
ら
う
ん
だ
と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
す
。
昔

は
、
ど
ん
な
小
さ
な
店
に
も
番
頭
が
い
て
、

親
父
と
息
子
は
番
頭
を
経
由
し
て
話
を
伝
え

る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
た
。
今
も
、
30
歳

代
で
親
と
腹
を
割
っ
て
話
し
て
い
る
子
ど
も

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
家
内
工
業
的
な
商

店
で
は
番
頭
は
い
な
い
し
、
親
子
だ
け
だ
か

ら
ギ
ク
シ
ャ
ク
す
る
。
今
の
法
人
会
や
業
界

の
世
代
交
代
を
考
え
る
と
、
親
子
の
間
に
立

つ
人
が
必
要
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　

先
代
で
あ
る
お
父
様
が
法
人
会
に
入
ら
れ

た
の
は
昭
和
30
年
代
は
じ
め
の
こ
ろ
。
そ
れ

以
前
は
、
毎
年
の
よ
う
に
税
務
署
の
調
査
が

来
て
い
ま
し
た
が
、
法
人
会
に
出
始
め
て
か

ら
は
少
な
く
な
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
先
代
は
、
70
歳
の
こ
ろ
病
気
を
機
に

仕
事
か
ら
退
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
時
期
か

ら
法
人
会
の
支
部
長
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
親
父
も
そ
ろ
そ
ろ
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
か
な
わ
ず
亡
く
な

り
ま
し
た
。
私
は
﹃
長
﹄
に
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
10
年
間
支
部
長
を
し

た
ん
で
す
。
そ
れ
だ
っ
て
大
変
だ
っ
た
の
に
、

ま
さ
か
自
分
が
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
な
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）。

INTERVIEW

　

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
こ
と
を
よ
く
わ
か
ら
ず
に

お
引
き
受
け
し
て
、
な
ん
と
か
し
な
く
ち
ゃ

と
思
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
人
を
動
か
す
の

は
本
当
に
大
変
な
こ
と
で
す
。
荻
窪
法
人
会

に
つ
い
て
一
般
の
方
に
も
知
っ
て
も
ら
え
る

工
夫
を
し
な
が
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

法
人
会
は
、
基
本
的
に
社
長
さ
ん
の
集
ま

り
で
す
か
ら
、
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
す
ご
い
ん
で
す
。
こ
の
組
織
を
底

上
げ
し
て
い
っ
た
ら
、
も
の
す
ご
い
パ
ワ
ー

に
な
る
と
思
い
ま
す
ね
」

社
長
パ
ワ
ー
を
底
上
げ
！
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新 支 部 長 座 談 会
本 音 ト ー ク の 座 談 会 S E R I E S

鹿
野
修
二
広
報
委
員
長　

今
日
の
座
談
会

は
、
総
会
後
、
新
し
く
支
部
長
に
な
ら
れ

た
方
で
す
。
法
人
会
は
支
部
が
基
本
で
、

支
部
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
、
法
人
会

そ
の
も
の
も
が
成
り
立
た
な
い
。
か
な
り
重

責
を
担
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

替
わ
ら
れ
た
い
き
さ
つ
か
ら
お
伺
い
し
て
い

き
ま
す
。

葛
和
洋
子
第
2
支
部
長　

前
太
田
支
部
長

に
は
、
副
支
部
長
時
代
含
め
て
20
年
く
ら

い
や
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
長
い
の
で
交
代
し

た
い
と
い
う
お
申
し
出
が
あ
り
、
こ
こ
最
近

は
私
が
副
支
部
長
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
順
番
で
私
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
と
い
う
い

き
さ
つ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

北
出
肇
第
6
支
部
長　

発
端
は
ブ
ロ
ッ
ク
長

が
、
辞
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
。
そ
れ
を
今
度
河
又
さ
ん
が
受
け
る

と
。
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
嫌
だ
と
断
っ
て
い
た

ん
で
す
け
ど
総
会
の
と
き
、
保
坂
副
会
長

に
、
い
い
か
ら
や
れ
と
、
ご
り
押
し
で
す
。

じ
ゃ
あ
や
り
ま
す
、
と
い
う
流
れ
で
す
。

稲
澤
修
第
8
支
部
長　

8
支
部
で
す
け
ど
、

前
々
支
部
長
が
病
気
に
な
ら
れ
、
そ
の
後
任

に
上
田
さ
ん
を
推
挙
し
ま
し
た
が
、
3
期
や

っ
た
の
で
、
も
う
い
い
だ
ろ
う
と
。
役
員
会

で
議
定
を
作
っ
て
こ
ら
れ
て
、
支
部
長
は
稲

澤
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
と
い
わ
れ
、
皆
さ

ん
「
え
っ
」
と
い
う
状
態
で
し
た
。
な
ん
と

か
後
を
継
い
で
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
上
田

さ
ん
は
研
修
委
員
長
も
や
ら
れ
て
い
る
事
情

も
あ
り
支
部
の
た
め
に
や
っ
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。

井
上
徳
成
第
11
支
部
長　

私
も
、
前
の
小

泉
さ
ん
が
10
年
以
上
支
部
長
を
や
っ
て
、

も
う
そ
ろ
そ
ろ
辞
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

副
支
部
長
を
何
年
か
前
か
ら
や
っ
て
い
た
の

で
、
そ
れ
で
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
住
宅

地
に
あ
る
支
部
な
の
で
、
活
動
で
き
る
人
が

あ
ま
り
い
な
い
。
加
入
率
も
高
い
方
じ
ゃ
な

い
。
そ
う
す
る
と
人
材
が
限
ら
れ
る
。
だ
か

ら
、
今
の
私
の
役
割
は
会
員
増
強
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

鹿
野　

支
部
長
に
な
ら
れ
て
、
方
針
は
あ

り
ま
す
か
。

葛
和　

や
は
り
支
部
の
メ
イ
ン
の
活
動
は
、

新
会
員
を
勧
誘
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、
第
2
支
部
は
半
分
以
上
は
下
井
草

2
丁
目
3
丁
目
の
住
宅
地
で
す
の
で
、
か

な
り
難
し
い
で
す
。
会
社
が
並
ん
で
い
る
地

域
で
は
な
い
の
で
、
個
人
の
表
札
し
か
掲
げ

て
い
な
い
法
人
も
多
い
で
す
。

　

太
田
支
部
長
の
時
も
支
部
役
員
み
ん
な

頑
張
っ
て
勧
誘
活
動
を
し
て
は
い
た
の
で
す

が
、
や
は
り
飽
和
状
態
で
、
加
入
率
が
頭
打

ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
状
況

支部の役割は地域の活性化。
それが支部長の喜びに繋がる。
今年度は、荻窪法人会の理事の改選の年にあたります。
支部長が半数近く変わりました。多くの支部で新しい支部長のもと公益法人化を迎えることに
なります。新しい活動も出てくると思います。今までよりも会員以外の地元の方と接触する機会
も増えます。未知の活動への想いをお聞きしました。支部長座談会の第一弾です。

座談会出席者（敬称略）
第2支部長 葛和洋子
第6支部長 北出　肇
第8支部長 稲澤　修
第10支部長 小高延元　
第11支部長 井上徳成
広報委員長 鹿野修二
広報副委員長 真野　大

支
部
長
に
な
る
い
き
さ
つ

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
の
思
惑

【座談会について】会報では毎号、座談会を組んでいます。テーマは毎回替わります。定期
的なテーマを題材にしたり、その時々の話題に沿って話を進める場合もあります。会員勧奨
や社会貢献など話の巾は大きく設定しますが、法人会への思障ない意見を聞きます。
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辞
め
て
法
人
組
織
に
し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ

ョ
ン
や
っ
て
い
る
と
か
。
支
部
の
幹
事
の
方

も
、
そ
う
い
う
方
が
2
〜
3
人
い
る
。
商

店
街
で
会
社
組
織
の
人
は
、
も
う
日
大
二

高
通
り
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
に
な
っ
て
い

る
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
な
い
そ
う
で

す
。

　

他
の
支
部
長
か
ら
研
修
会
終
わ
っ
て
、

そ
ん
な
話
を
聞
く
わ
け
で
す
。
だ
っ
た
ら
そ

こ
ら
辺
の
勉
強
会
し
ま
し
ょ
う
よ
と
、
活
性

化
す
る
よ
う
な
。
彼
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

や
っ
て
い
る
う
ち
に
方
針
っ
て
で
き
る
ん
で

す
よ
ね
。

鹿
野　

加
入
率
と
組
織
の
話
が
、
ど
う
し

て
も
出
て
く
る
。そ
れ
と
、公
益
法
人
の
話
。

葛
和　

そ
れ
ぞ
れ
関
連
し
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
加
入
率
が
良
い
と
い
う
こ
と
は
、
イ

コ
ー
ル
会
員
数
が
多
く
活
気
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

第
2
支
部
で
は
、
過
去
に
は
地
区
の
自

治
会
館
を
借
り
て
、
消
防
署
に
来
て
い
た

だ
き
、
消
火
器
の
使
い
方
や
A
E
D
の
使
い

方
、
と
い
っ
た
研
修
を
し
ま
し
た
。
法
人
会

の
会
員
と
地
域
の
方
に
も
声
を
掛
け
て
た

く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
保
健
所
の
保
健
師
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
や
対
処
法
な
ど
の
お
話
を
し

て
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

葛和洋子
第2支部長

北出　肇
第6支部長

稲澤　修
第8支部長

小高延元
第10支部長

井上徳成
第11支部長

鹿野修二
広報委員長

真野大
広報副委員長

で
私
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

か
な
り
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
新
会
員
勧
誘
活
動
だ
け
で
す
と
、

つ
ま
ら
な
い
支
部
活
動
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、﹃
法
人
会

に
入
っ
て
良
か
っ
た
。﹄
と
会
員
の
方
が
思

え
る
よ
う
な
支
部
活
動
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
出　

う
ち
の
支
部
の
場
合
は
、
商
店
街

が
一
つ
の
ネ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
6
支
部
と
7
支
部
が
、
基

本
的
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
合
同
で
や
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
前
任
の
河
又
さ
ん
、
木
村
さ

ん
が
い
ろ
い
ろ
事
業
の
方
向
性
つ
け
て
い
た

の
で
、
そ
れ
を
ど
う
広
げ
て
い
く
か
が
、
一

つ
の
問
題
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
イ
ン
ザ
パ
ー
ク
に
か
な
り

の
数
の
法
人
数
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
こ
の

間
も
調
査
し
に
行
っ
た
ら
で
き
な
い
ん
で
す
。

　

あ
と
6
支
部
の
場
合
特
殊
で
、
八
丁
通

り
商
店
街
と
宿
町
通
り
商
店
街
と
2
つ
絡

む
ん
で
す
。
例
え
ば
今
回
8
月
の
末
に
打

ち
水
を
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で

も
八
丁
通
り
商
店
街
の
主
催
で
あ
っ
て
、
宿

町
の
方
は
乗
っ
て
こ
な
い
。
そ
れ
を
そ
っ
ち

も
出
て
こ
い
と
い
う
の
も
、
ど
う
な
の
か
な

と
い
う
の
も
あ
る
し
、
商
店
街
が
2
つ
絡
む

難
し
さ
が
あ
る
。

　

よ
く
保
坂
副
会
長
は
、
と
に
か
く
集
ま

っ
て
飲
め
ば
い
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
と
に

か
く
人
が
集
ま
ら
な
い
と
、
な
ん
に
も
事
は

起
き
な
い
ん
だ
と
。

稲
澤　

8
支
部
は
、
西
荻
の
駅
、
2
丁
目
、

3
丁
目
、
北
側
な
ん
で
す
け
ど
も
、
商
店
が

多
い
。
集
ま
っ
て
こ
ら
れ
る
の
は
、
ほ
と
ん

ど
商
店
の
会
員
の
方
。
あ
と
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
や
ビ
ル
の
中
で
会
社
を
や
ら
れ
て
い
る
。

登
記
だ
け
は
し
て
い
る
け
ど
、
実
際
は
な
い

の
が
多
い
。
調
査
で
回
っ
て
も
、
今
回
辞
め

ま
す
と
か
。
こ
う
い
う
時
代
で
す
か
ら
、
法

人
会
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
と
い
う
意
識

も
あ
る
。
い
き
な
り
断
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

西
荻
地
区
を
回
っ
て
歩
い
て
も
、
2
丁
目
の

方
が
支
部
長
や
ら
れ
た
と
き
は
、
や
っ
ぱ
り

2
丁
目
の
会
員
の
方
が
出
て
こ
ら
れ
る
。

　

ど
う
も
商
店
街
が
違
う
も
の
で
す
か
ら
、

そ
の
と
き
に
集
ま
っ
て
も
支
部
長
さ
ん
が
病

気
に
な
ら
れ
た
り
し
た
ら
、
も
う
出
て
こ

な
い
。
だ
ん
だ
ん
3
丁
目
だ
け
が
出
て
く
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

河
又
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
他
の
支
部
長
と
話

を
し
て
、
お
互
い
み
ん
な
協
力
し
合
っ
て
、

ス
ロ
ー
で
楽
し
く
や
れ
る
よ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク

に
し
よ
う
と
。
組
織
の
勧
奨
活
動
ば
か
り

や
っ
て
い
て
も
何
か
く
れ
る
の
み
た
い
な
話

に
な
る
。
も
う
辞
め
た
い
よ
と
い
う
の
が
現

実
問
題
と
し
て
あ
る
。
逆
に
税
金
だ
と
思
っ

て
会
費
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
商
売
の
関
係

で
人
が
少
な
く
会
に
参
加
が
で
き
な
い
。
会

合
も
遅
い
時
間
だ
っ
た
ら
い
い
と
い
う
人
も

い
る
。
2
回
に
分
け
て
も
い
い
の
か
な
と
。

夜
、
本
当
に
遅
い
時
間
に
集
ま
る
と
か
、
企

業
の
方
は
昼
間
で
も
い
い
の
で
、
ま
だ
2
期

あ
り
ま
す
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
考
え
な
が
ら
や

っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
上　

私
は
前
支
部
長
の
や
っ
た
こ
と
を
ま

ね
し
て
、
そ
の
ま
ま
行
く
の
が
基
本
で
す
。

50
代
で
会
社
辞
め
て
、
そ
れ
ま
で
は
、
法

人
会
を
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
頃
は

地
域
の
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
、
面
白
い
ん

で
す
け
ど
。
住
宅
地
に
あ
る
会
社
は
、
そ

う
い
う
方
が
結
構
い
る
ん
で
す
よ
。
会
社

組
織
と
公
益
法
人
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加
入
率
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
気
が
出

て
、
支
部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
行
こ

う
と
い
う
声
も
高
ま
り
ま
す
。

　

公
益
法
人
に
関
し
て
も
、
会
員
以
外
の

方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
役
に
立
つ
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
益
法
人

と
し
て
の
意
義
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

北
出　

打
ち
水
の
発
端
は
、
そ
ば
打
ち
か

ら
で
す
。
要
す
る
に
、
食
べ
た
い
と
い
う
の

が
最
初
の
設
定
な
ん
で
す
。
杉
並
は
阿
佐

个
谷
に
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。
高
円
寺

に
も
あ
る
。
荻
窪
は
な
ん
に
も
な
い
。
だ
か

ら
、
エ
コ
の
観
点
も
あ
っ
て
、
水
で
も
ま
く

か
と
い
う
単
純
な
話
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う

す
れ
ば
人
も
出
て
く
る
し
、
地
域
の
人
も

子
ど
も
も
参
加
で
き
る
。

　

時
代
の
流
れ
と
い
う
か
、
昔
よ
り
も
み

ん
な
で
一
緒
に
や
ろ
う
よ
と
い
う
の
が
、
少

し
薄
い
ん
で
す
。
加
入
率
を
上
げ
よ
う
と
か

考
え
て
や
る
と
、
う
ま
く
事
は
進
ま
な
い
。

と
に
か
く
人
を
集
め
る
。
そ
う
す
れ
ば
自

然
と
、
い
ろ
ん
な
人
に
声
掛
け
て
、
一
緒
に

行
か
な
い
、
と
い
う
話
に
な
る
。
そ
れ
が
、

一
つ
の
輪
に
も
な
る
し
、
公
益
法
人
に
対
す

る
一
つ
の
や
り
方
に
な
る
。

　

あ
と
、
年
齢
差
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
ど
う
す
る
の
か
。
若
い
人
は
あ

ま
り
出
て
こ
な
い
。

鹿
野　

稲
澤
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
稼
働
数
が

法
人
会
の
中
で
一
番
多
い
で
す
ね
。

稲
澤　

ビ
ル
の
中
に
み
ん
な
入
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
1
つ
し
か
な
い
の
に
、
3
つ
も
あ

る
じ
ゃ
ん
と
い
う
感
じ
が
あ
っ
て
、
実
際
聞

い
て
も
、
い
や
い
ま
せ
ん
と
か
、
違
い
ま
す

と
い
わ
れ
る
。
本
当
に
企
業
が
あ
る
ん
で
し

ょ
う
け
ど
も
、
法
人
会
な
ん
か
も
う
い
い

よ
、
法
人
会
何
？　

い
ろ
い
ろ
配
っ
て
歩
い

て
も
、
あ
あ
分
か
っ
た
よ
と
い
う
よ
う
な
感

じ
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
極
端
に
い
え
ば
、
月
1
0
0
0

円
の
会
費
が
、
年
額
で
9
6
0
0
円
。

　

結
局
ど
こ
に
そ
の
お
金
が
動
い
て
い
る

か
。
組
織
の
加
入
率
を
上
げ
る
た
め
に
も
、

こ
れ
だ
け
集
ま
っ
て
、
こ
う
や
っ
て
お
支
払

し
て
ま
す
よ
と
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議

を
開
い
た
ら
払
い
ま
す
。
支
部
長
が
い
う
こ

と
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
今
ま
で
組
織
委
員
を
や

っ
て
思
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
ど
う
な

る
の
か
と
。
一
生
懸
命
活
動
し
て
い
る
支
部

は
役
員
会
を
開
い
て
い
る
し
、
加
入
率
が
高

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
ま
で
の
や
り
方
も
確

か
に
一
理
あ
り
ま
す
。
本
部
の
金
も
少
な
い

と
。
だ
か
ら
、
賛
助
金
出
し
て
く
だ
さ
い
と

い
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
も
う
少
し
使
い
方
と

い
う
も
の
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
野　

商
店
街
と
ダ
ブ
る
よ
う
な
と
こ
ろ

は
、
商
店
街
の
方
が
結
び
付
き
が
強
い
の
で

す
か
。

稲
澤　

支
部
再
編
が
あ
っ
た
と
き
に
、
う

ち
と
9
支
部
と
一
緒
に
な
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
う
ま
く
で
き
な
く

て
。
商
店
街
が
一
緒
な
ん
で
す
。
今
の
9
支

部
と
8
支
部
が
一
緒
に
な
れ
ば
、
う
ま
く
い

く
と
思
っ
て
ま
し
た
。

北
出　

そ
う
。
だ
か
ら
、
う
ち
の
6
支
部
、

7
支
部
だ
け
ど
、
6
支
部
、
7
支
部
商
店

街
1
つ
な
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
そ
れ
を
真
っ

二
つ
に
分
け
て
い
る
か
ら
ど
う
に
も
。
だ
か

ら
、
さ
っ
き
い
っ
た
よ
う
に
、
6
と
7
は
一

緒
に
動
く
ん
で
す
。

稲
澤　

法
人
会
の
組
織
と
い
う
こ
と
も
あ

る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考

え
な
が
ら
や
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
も
5
ブ
ロ
ッ
ク
で
、

5
支
部
で
分
け
な
い
で
、
地
域
的
に
勘
案

し
て
や
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
た
ん
で

す
。
そ
う
し
な
い
と
組
織
率
を
上
げ
よ
う

と
か
、
ま
と
ま
っ
て
何
か
や
ろ
う
か
と
い
う

と
き
に
、
内
向
き
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か

ら
、
つ
く
っ
て
お
い
て
、
後
に
な
っ
て
や
れ

と
い
わ
れ
て
も
、
そ
の
辺
の
こ
と
が
あ
る
の

で
む
ず
か
し
い
。

井
上　

11
支
部
の
場
合
は
、
あ
ま
り
商
店

街
は
絡
ん
で
な
い
で
す
。
前
入
っ
て
い
た
方

も
年
で
動
け
な
く
な
っ
て
、
娘
を
社
長
に
し

ま
し
た
。
お
母
さ
ん
に
は
副
支
部
長
。
娘

さ
ん
は
監
事
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ど
う

も
今
、
代
替
わ
り
と
い
う
よ
う
な
気
が
す

る
ん
で
す
。
新
入
会
員
の
方
に
役
員
に
な
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鹿
野　

支
部
の
研
修
会
は
や
ら
れ
る
こ
と

あ
る
の
で
す
か
。

井
上　

支
部
の
研
修
会
は
、
ほ
と
ん
ど
し
て

い
ま
せ
ん
。
予
算
取
れ
な
い
か
ら
、
集
ま
れ

な
い
ん
で
す
。
集
ま
る
の
は
、
未
加
入
法
人

調
査
の
前
の
役
員
会
。
も
う
定
例
に
な
っ
て

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
秋
の
会
員
増
強
で
集

ま
っ
た
と
き
の
役
員
会
。
あ
と
、
忘
年
会
。

前
は
2
か
月
お
き
ぐ
ら
い
に
、
研
修
に
名

を
借
り
た
集
ま
り
を
や
っ
て
ま
し
た
。

会
員
と
勧
奨
活
動

支
部
の
編
成
は
地
域
の
考
慮
を

加
入
率
だ
け
で
見
る
の
は
ど
う
か
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だ
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
未
加
入
法
人
向

け
の
活
動
で
あ
ま
り
面
白
く
な
い
。

葛
和　

支
部
の
加
入
率
と
い
う
の
は
数
字

で
は
っ
き
り
出
て
く
る
の
で
厳
し
い
で
す
。

先
ほ
ど
の
地
域
密
着
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
い
く

ら
や
っ
て
い
て
も
、
加
入
率
だ
け
が
目
に
見

え
る
形
で
出
て
き
て
し
ま
い
、
加
入
率
の
順

位
だ
け
を
見
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
残
念
で

す
。

北
出　

そ
ん
な
に
一
生
懸
命
頑
張
ら
な
く
た

っ
て
。
加
入
率
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る

と
何
も
で
き
な
く
な
る
。
自
分
た
ち
が
ど

う
や
っ
て
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
か
を
考
え

た
方
が
、
よ
っ
ぽ
ど
効
率
的
で
い
い
。
そ
の

方
が
自
分
た
ち
の
た
め
に
も
な
る
し
、
人
と

交
流
し
て
い
ろ
い
ろ
し
よ
う
と
い
う
人
が
出

て
く
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
強
引
に
加
入
率

上
げ
な
く
て
も
黙
っ
て
い
て
も
、
来
た
い
人

は
来
る
。

鹿
野　

支
部
の
活
動
よ
り
も
、
ブ
ロ
ッ
ク
の

活
動
が
メ
ー
ン
で
す
か
。

稲
澤　

両
方
同
じ
で
す
。
2
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

支
部
も
み
ん
な
一
緒
に
活
動
し
て
行
こ
う
よ

と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
何
か
あ
っ

た
ら
参
加
す
る
。
木
村
さ
ん
が
一
生
懸
命
や

ら
れ
た
か
ら
、
今
度
は
河
又
さ
ん
に
協
力

を
し
て
、
河
又
さ
ん
も
い
い
や
、
そ
れ
で
行

こ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
。
で
も
、
ど

こ
で
も
大
変
で
す
よ
ね
。

鹿
野　

第
3
ブ
ロ
ッ
ク
も
比
較
的
ブ
ロ
ッ
ク

の
行
事
が
多
い
。

井
上　

そ
う
で
す
ね
。
第
3
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
も
広
い
で
す
。
10
月
に
は
「
歩
け

歩
け
」
が
あ
る
し
、
お
花
見
も
あ
る
。
う

ち
の
支
部
も
加
入
率
低
い
ん
で
す
け
ど
、

未
加
入
法
人
調
査
も
、
秋
に
一
軒
一
軒
訪
ね

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
う
ち
の
場
合
、
組
織

委
員
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
き
ち
ん

と
デ
ー
タ
を
取
っ
て
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

回
る
の
は
1
日
か
2
日
で
す
。

　

役
員
の
負
担
に
は
な
っ
て
な
い
。
集
ま
っ

て
和
気
あ
い
あ
い
と
や
っ
て
ま
す
。
そ
れ
よ

り
も
地
域
の
活
性
化
で
す
。

鹿
野　

こ
こ
で
公
益
法
人
を
取
っ
た
と
き

に
、
地
元
へ
密
着
の
仕
方
が
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

稲
澤　

法
人
会
と
し
て
決
定
方
法
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。
こ
う
い
う
方
法

で
、
方
針
で
や
っ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
。

　

み
ん
な
お
仲
間
で
、
お
ま
え
ら
そ
こ
で

密
着
す
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と
じ
ゃ

な
い
と
思
う
ん
で
す
。
こ
う
い
う
貢
献
も
し

な
い
と
い
け
な
い
、
こ
う
い
う
こ
と
も
や
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
出
て
く

る
。
税
制
の
問
題
で
も
何
に
し
て
も
、
枠

組
み
を
示
し
て
も
ら
っ
て
、
あ
と
は
自
由
に

考
え
て
や
っ
て
も
ら
っ
て
結
構
だ
け
ど
、
基

本
は
こ
う
な
ん
で
す
よ
と
い
う
こ
と
を
。

　

そ
れ
に
沿
っ
た
形
で
ま
た
支
部
と
し
て
も

協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

鹿
野　

支
部
長
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
。

小
高
延
元
第
10
支
部
長　

推
薦
と
い
う
こ

と
で
。
若
い
人
に
や
っ
て
ほ
し
か
っ
た
ん
で

す
け
ど
、結
局
若
い
人
が
い
な
い
わ
け
で
す
。

　

勧
奨
活
動
も
1
人
じ
ゃ
限
ら
れ
て
る
ん

で
、
役
員
全
員
で
行
こ
う
と
。
時
間
見
て

や
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
っ
て
ま
す
。
も
う

1
つ
は
、
今
、
非
常
に
景
気
が
悪
く
て
、

や
は
り
お
金
払
う
だ
け
の
利
益
と
い
う
か
、

ふ
れ
あ
い
を
持
つ
よ
う
に
す
る
。
断
ら
れ
て

も
、
何
回
も
行
く
よ
う
に
し
て
、
私
が
駄

目
で
も
、
私
な
ら
大
丈
夫
と
い
う
人
に
行
っ

て
も
ら
う
と
か
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
理

想
な
ん
で
す
け
ど
、
な
か
な
か
で
き
な
い
で

す
。
そ
し
て
も
う
1
つ
、
肌
合
い
に
合
わ
な

い
と
か
。
ほ
と
ん
ど
70
歳
以
上
、
も
う
動
け

な
い
。
動
く
の
嫌
だ
と
。
と
い
う
の
が
現
実

で
す
。

　

そ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り

若
い
人
。
若
い
人
の
お
店
の
方
に
、
で
き
る

限
り
入
っ
て
く
と
。

葛
和　

先
ほ
ど
、
住
宅
地
で
の
特
徴
を
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
第
2
支
部
で
も
同

様
に
、
一
般
企
業
を
65
歳
以
上
で
定
年
し
た

方
が
、
新
し
く
法
人
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
た
だ
し
、
第
2
支
部
の
役

員
は
比
較
的
若
い
方
が
多
い
で
す
。

北
出　

ブ
ロ
ッ
ク
長
も
、
学
校
の
先
輩
後
輩

の
関
係
な
の
で
、
動
き
や
す
い
の
は
動
き
や

す
い
ん
で
す
。
話
も
早
い
し
、
す
ぐ
動
け

る
、
悪
く
い
え
ば
、
そ
こ
で
し
か
全
部
や
っ

て
な
く
っ
て
、
全
部
自
前
で
や
る
と
い
う
欠

点
も
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
る
人
が
決

ま
っ
て
る
か
ら
、
そ
こ
へ
全
部
振
り
わ
け
て

支
部
活
動
と
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

公
益
法
人
と
地
元
密
着

支
部
に
若
い
人
が
少
な
い
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し
ま
え
ば
、
取
り
あ
え
ず
、
事
は
進
む
。

だ
か
ら
、
公
益
法
人
に
な
っ
た
と
き
に
ど

う
な
る
の
か
は
、
そ
の
と
き
に
考
え
れ
ば
い

い
。
あ
る
意
味
で
お
気
楽
な
考
え
方
で
す

け
ど
。
先
に
こ
う
い
う
方
向
で
と
い
っ
て
し

ま
う
と
、
そ
れ
が
違
う
と
な
っ
た
と
き
に
、

曲
げ
る
の
が
大
変
に
な
る
。

稲
澤　

若
い
人
の
取
り
込
み
に
つ
い
て
は
、

今
、
役
員
に
な
っ
て
い
る
方
の
息
子
さ
ん

が
、
ち
ょ
う
ど
30
代
ぐ
ら
い
で
す
。
そ
の
人

た
ち
が
代
替
わ
り
し
た
と
き
に
、
う
ま
く

引
き
継
い
で
も
ら
え
れ
ば
、
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
高　

住
宅
街
な
ん
で
す
よ
ね
。
や
は
り
、

定
年
退
職
し
て
大
手
の
人
が
入
っ
て
く
る
ん

だ
け
ど
も
、
大
手
だ
と
偉
ぶ
っ
て
い
ら
れ
る

け
ど
、
独
立
す
る
と
そ
う
は
い
か
な
い
。
大

手
の
話
ば
か
り
す
る
と
、
結
局
、
職
人
さ

ん
と
か
そ
う
い
う
人
に
浮
き
上
が
っ
て
し
ま

う
。
そ
れ
を
融
和
す
る
よ
う
に
持
っ
て
か
な

い
と
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
若
い
人
に
も
い

え
る
。
お
じ
ち
ゃ
ん
、
お
ば
ち
ゃ
ん
で
寄
り

添
っ
て
固
ま
っ
て
、
若
い
連
中
は
孤
立
し
て

し
ま
う
。
そ
の
と
き
、
若
い
連
中
は
何
考

え
て
る
の
と
い
う
と
、
同
じ
こ
と
い
っ
て
も

違
う
よ
ね
。
向
こ
う
は
こ
う
し
て
や
り
た
い

よ
と
、
同
じ
こ
と
い
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
感

性
が
違
う
。

井
上　

う
ち
の
支
部
の
若
い
人
は
1
人
居

ま
す
。
40
代
初
め
で
、
ま
だ
入
っ
て
4
年

ぐ
ら
い
で
す
。
入
っ
た
途
端
に
、
ブ
ロ
ッ
ク

の
組
織
委
員
。
今
年
は
支
部
の
組
織
委
員

も
兼
ね
て
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
行
動
力
が
い
い

で
す
。
大
企
業
に
い
た
の
か
な
、
地
図
の
上

に
プ
ロ
ッ
ト
し
て
、
毎
年
の
変
化
を
全
部
頭

に
入
れ
て
。
だ
か
ら
、
訪
問
す
る
場
合
で

も
、
道
順
が
全
部
頭
の
中
入
っ
て
い
る
。
そ

う
い
う
若
い
起
業
家
を
入
れ
る
し
か
な
い

で
す
。

北
出　

八
丁
は
、
こ
の
間
初
め
て
知
っ
た

ん
で
す
け
ど
、
T
シ
ャ
ツ
作
っ
て
る
。
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
作
っ
て
、
T
シ
ャ
ツ
ま
で
作
っ
て

る
。
商
魂
た
く
ま
し
く
、
こ
れ
を
景
品
に

し
て
売
ろ
う
と
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
依
頼
し

て
、
ア
ッ
プ
す
る
と
か
そ
う
い
う
の
が
好
き

な
人
が
居
て
。
い
ろ
い
ろ
流
し
て
語
っ
て
る

よ
う
で
す
。

鹿
野　

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
時
代
に
合
わ
せ
て
勉
強
会
を

し
て
い
く
と
か
。

北
出　

一
昔
前
の
よ
う
に
、
こ
う
い
う
テ
ー

マ
で
、
あ
あ
い
う
テ
ー
マ
で
っ
て
や
ら
な
い

方
が
、
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
全
然
発
想

の
違
う
テ
ー
マ
で
や
っ
た
方
が
、
意
外
と
い

い
。
今
、
何
で
も
物
の
進
化
す
る
ス
ピ
ー
ド

が
速
い
ん
で
、
携
帯
持
っ
て
る
と
買
い
物
も

で
き
る
ご
時
世
に
な
っ
て
ま
す
か
ら
、
そ
れ

だ
け
生
活
空
間
か
ら
生
活
サ
イ
ド
ま
で
み

ん
な
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
る
。

　

法
人
会
も
、
あ
ま
り
新
し
い
動
き
が
な

い
。
変
わ
れ
て
な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
人
の
流
れ
、
も
の
の
流
れ
、
付
き

合
い
方
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。

鹿
野　

10
支
部
で
は
、
支
部
の
研
修
会
は

や
ら
れ
る
ん
で
す
か
。

小
高　

今
は
や
っ
て
な
い
で
す
。
私
に
な
っ

て
か
ら
疎
く
な
っ
て
。
11
月
以
降
や
る
予

定
で
す
。
結
局
、
案
も
全
然
上
が
っ
て
こ
な

い
。
自
分
が
1
人
で
空
回
り
す
る
の
も
い
け

な
い
の
で
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若
い
人
と
話
し
合

っ
て
も
ら
う
。

　

テ
ー
マ
を
持
っ
て
や
る
っ
て
こ
と
は
簡
単

だ
け
ど
も
、
最
初
か
ら
そ
れ
で
や
っ
て
し
ま

う
と
、
お
互
い
に
話
が
で
き
な
い
。
た
だ
、

何
で
も
い
い
か
ら
や
っ
て
み
て
、
そ
の
間
、
そ

れ
が
い
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
1
つ
ま
と
ま
っ
て

か
ら
や
る
の
も
1
つ
の
案
だ
と
思
い
ま
す
。

井
上　

そ
れ
に
類
し
た
こ
と
を
、
支
部
長

か
ら
相
談
受
け
て
。
だ
か
ら
、
税
法
の
勉

強
会
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
は
そ
れ

で
も
い
い
ん
で
す
け
ど
、
支
部
だ
っ
た
ら
、

本
当
に
困
っ
て
る
こ
と
で
勉
強
会
を
し
よ
う

と
い
う
ふ
う
に
相
談
受
け
て
る
ん
で
す
。

北
出　

い
ろ
ん
な
年
齢
の
人
が
居
る
っ
て
い

う
の
が
一
番
理
想
な
ん
で
す
。
若
い
人
ば
っ

か
り
だ
っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
崩
壊
す
る
と
思

う
し
、
年
寄
り
だ
け
じ
ゃ
意
固
地
に
な
る
。

鹿
野　

何
を
持
っ
て
公
益
性
か
と
い
う
話
が

あ
り
ま
し
た
。
支
部
長
の
意
見
を
ま
と
め

る
必
要
は
？

稲
澤　

で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
集
ま
り
が

あ
れ
ば
。
た
だ
、
支
部
長
会
っ
て
、
や
っ
て

研
修
会
・
勉
強
会
は
時
代
に
合
わ
せ
て

役
職
は
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
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な
い
で
す
よ
ね
。

　

予
定
表
見
る
と
、
支
部
長
会
は
、
以
前

は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
確
か
に
本
業
が
あ
っ

て
、
社
員
が
何
十
人
い
て
、
や
ら
れ
る
に
は

い
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
も
、
結
構
負

担
な
面
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。

北
出　

1
人
の
人
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
か

ら
ん
で
い
る
。
こ
っ
ち
も
、
そ
っ
ち
も
あ
っ

て
、
み
ん
な
行
か
な
き
ゃ
駄
目
。
そ
れ
が

間
違
い
。
1
つ
入
っ
た
ら
、
こ
れ
以
外
は
違

う
人
が
や
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
、
支
部
で

も
よ
く
人
材
不
足
と
い
っ
て
終
わ
る
ん
で

す
け
ど
。

稲
澤　

少
な
い
か
ら
兼
務
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
け
ど
、
ど
う
せ
そ
う
だ
っ

た
ら
、
ど
っ
か
時
間
を
空
け
て
、
1
時
間
単

位
で
構
わ
な
い
か
ら
会
議
を
す
る
。
そ
う

す
れ
ば
、
例
え
ば
1
个
月
の
中
で
、
4
日

も
、
毎
週
の
よ
う
に
あ
っ
た
の
が
1
週
で
済

ま
す
。
そ
う
い
う
や
り
方
も
あ
る
。
あ
る

程
度
役
を
受
け
れ
ば
、
そ
れ
に
参
加
す
る
。

人
間
性
の
問
題
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
。
だ
か

ら
、
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
形
で
、
考

え
て
も
い
い
の
か
な
と
。

鹿
野　

す
べ
て
が
支
部
に
戻
っ
て
く
る
。
ブ

ロ
ッ
ク
の
行
事
を
や
る
に
し
て
も
、
支
部
長

が
そ
れ
ぞ
れ
動
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
行
事
に

参
加
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

葛
和　

私
は
今
期
、
厚
生
事
業
委
員
会
の

副
委
員
長
も
兼
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま

だ
慣
れ
て
い
な
い
せ
い
か
、
心
身
と
も
に
負

担
が
大
き
過
ぎ
る
と
感
じ
る
こ
と
も
正
直

あ
り
ま
す
。

　

人
材
不
足
と
い
う
よ
り
、
一
度
あ
る
役
を

引
き
受
け
る
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
声

が
か
か
る
よ
う
に
な
り
、
次
か
ら
次
に
役

を
任
さ
れ
る
状
態
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。

北
出　

委
員
会
ご
と
に
や
ら
な
く
て
い
い
と

思
う
。
法
人
会
と
し
て
や
れ
ば
い
い
。
も
う

少
し
整
理
で
き
な
い
か
な
と
思
っ
て
ま
す
。

小
高　

何
の
業
界
で
も
い
え
ま
す
け
ど
、
や

り
た
い
人
は
ど
ん
ど
ん
や
る
。
や
り
た
く
も

な
い
の
に
、
や
ら
さ
れ
る
。
も
う
1
つ
は
、

そ
う
い
う
の
嫌
だ
か
ら
と
い
う
の
で
会
を
や

め
る
。
責
任
感
持
た
せ
る
と
、
力
が
つ
く
こ

と
も
事
実
で
す
よ
ね
。

葛
和　

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す

が
。

小
高　

た
だ
、
1
人
の
人
に
重
荷
を
置
き

過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
も
事
実
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
し
て
る
し
、
か
な
り
出
費
も
し

て
る
。
分
か
ら
な
い
人
は
全
然
そ
う
い
う
の

も
分
か
ら
な
い
。
ど
こ
の
会
合
で
も
同
じ
こ

と
が
い
え
る
。

葛
和　

新
会
員
を
勧
誘
す
る
時
に
、﹃
こ
う

い
う
活
動
を
や
っ
て
い
ま
す
。﹄
と
示
す
こ

と
が
で
き
る
の
も
一
つ
の
材
料
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、﹃
入
会
す
る
と
こ
の
様
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。﹄
と
具
体
的
に
示
す
こ
と

が
出
来
れ
ば
、
法
人
会
に
入
る
か
ど
う
か

を
考
え
る
時
の
決
め
手
に
な
る
し
、
入
会
へ

の
一
歩
が
踏
み
出
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
目
に
見
え
る
も
の
が
何
か
な
い
か
な
、

と
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

鹿
野　

先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
け

ど
、
月
1
0
0
0
円
が
9
6
0
0
円
に
な

る
と
か
。

稲
澤　

あ
れ
は
一
括
に
す
れ
ば
の
話
で
す
か

ら
。
た
だ
、
そ
う
や
っ
て
考
え
れ
ば
、
月

5
0
0
円
で
6
0
0
0
円
だ
っ
て
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
。
少
な
い
金
額
で
、
も
う
少
し
会
の

運
営
の
予
算
の
立
て
方
も
考
え
て
。

　

あ
と
、
ど
ん
ど
ん
送
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
、
フ
ァ
ク
ス
を
。
何
で
こ
ん
な
に
い
ろ
い

ろ
送
っ
て
く
る
ん
だ
っ
て
、
確
か
に
必
要
な

人
も
居
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
あ
れ
も

ど
う
か
な
。

井
上　

し
ょ
う
が
な
い
か
ら
、
フ
ァ
ク
ス
を

パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
で
受
け
て
ま
す
。
そ
う
し

な
い
と
、
必
要
で
な
い
紙
が
ど
ん
ど
ん
。
必

要
な
も
の
だ
け
プ
リ
ン
ト
し
て
ま
す
。

稲
澤　

そ
の
辺
も
、
分
け
る
と
か
、
会
費

だ
け
払
っ
て
く
れ
て
る
け
ど
も
、
参
加
し
な

い
の
に
、
義
務
的
に
ど
ん
ど
ん
送
っ
て
る
。

北
出　

時
代
は
そ
う
な
ん
だ
な
と
思
っ
て
。

消
防
団
で
も
、
火
事
だ
っ
て
、
昔
は
電
話
で

連
絡
し
た
け
ど
、
今
は
メ
ー
ル
で
す
。

稲
澤　

い
っ
ぺ
ん
に
は
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ

う
け
ど
も
、
そ
れ
に
そ
う
よ
う
な
形
で
動

け
ば
、
無
駄
な
こ
と
も
省
け
る
。
根
本
的

に
、
方
針
か
ら
も
っ
と
ス
リ
ム
化
し
な
き
ゃ

駄
目
だ
と
。
そ
れ
だ
け
今
に
合
っ
た
や
り
方

を
す
れ
ば
、
人
も
興
味
を
持
っ
て
入
っ
て
く

る
人
も
出
る
と
思
い
ま
す
。

小
高　

他
の
会
で
も
フ
ァ
ク
ス
を
送
っ
て
く

れ
る
な
っ
て
は
っ
き
り
い
う
人
も
居
ま
す
。

フ
ァ
ク
ス
の
量
が
も
の
す
ご
く
て
、
結
局
、

緊
急
の
場
合
だ
っ
た
ら
い
い
け
ど
も
、
そ
う

じ
ゃ
な
い
場
合
は
結
構
で
す
と
。

　

や
は
り
、
年
配
の
人
は
、
メ
ー
ル
に
対
す

る
拒
否
反
応
が
あ
る
。
ど
う
や
っ
て
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
と
。
こ
の
間
、
e

－

T
a
x

の
や
り
方
で
も
教
え
て
く
れ
る
機
会
が
あ
っ

た
。
だ
か
ら
、
や
り
方
を
教
え
て
あ
げ
る
っ

て
こ
と
も
必
要
で
す
。

目
に
見
え
る
メ
リ
ッ
ト
を
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「
も
の
を
怖
が
ら
な
過
ぎ
た
り
、
怖
が
り
過

ぎ
た
り
す
る
の
は
や
さ
し
い
が
、
正
当
に
怖

が
る
こ
と
は
な
か
な
か
む
つ
か
し
い
」

　

こ
れ
は
、
物
理
学
者
・
随
筆
家
・
俳
人

の
寺
田
寅
彦
が
残
し
た
含
蓄
の
あ
る
言
葉

で
す
。

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
デ
ー
タ
の
遅
れ

　

今
回
の
原
発
事
故
で
一
番
問
題
だ
っ
た
の

は
、
ま
ず
初
動
で
す
。
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
緊

急
時
迅
速
放
射
能
影
響
予
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
）
は
、
原
発
か
ら
放
出
さ
れ
る
放

射
線
が
、
ど
の
程
度
の
被
爆
量
が
あ
り
、
ど

の
方
向
に
拡
散
す
る
の
か
を
迅
速
に
予
測
す

る
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
で
す
。
本
来
は
、
そ

の
情
報
を
も
と
に
避
難
区
域
な
ど
が
決
定

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
今
回
、
原
発
が
爆
発
し

た
と
き
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
の
が
10
日
後

で
、
も
う
放
射
能
の
頂
点
か
ら
下
が
っ
た
あ

と
で
し
た
。
こ
れ
を
知
っ
て
い
れ
ば
正
し
く

避
難
で
き
た
の
に
、
知
ら
な
い
ば
か
り
に
、

よ
り
悪
い
方
へ
逃
げ
て
し
ま
っ
た
人
が
い
る

こ
と
が
、
あ
と
で
わ
か
り
ま
し
た
。
当
初
、

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
は
正
し
く
稼
働
し
な
か
っ
た

と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
稼
働
し
て

い
た
の
に
発
表
し
な
か
っ
た
。
秘
密
に
す
る

こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

結
果
論
に
な
り
ま
す
が
、
最
も
危
険
だ

最先端の医療が救う
原発事故　放射能の危険性＆最先端の医療
講師：
日本ジャーナリスト協会幹事／東邦大学医学部客員教授

松井宏夫氏

っ
た
時
期
は
３
月
15
日
か
ら
の
１
週
間
で
、

内
部
被
曝
も
こ
の
時
期
に
発
生
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
１
年
間
で
の
持
続
的
な

2
0
m
S
v
は
放
射
線
生
物
学
的
に
は
問
題

の
な
い
線
量
で
あ
り
、
現
在
、
避
難
し
て
い

る
高
齢
者
は
自
宅
に
帰
す
べ
き
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
も
と
も
と
国
際
的
に
は
１
m
S
v

が
許
容
量
で
す
が
、
福
島
で
は
2
0
m
S
v

を
超
え
た
場
合
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
数

値
は
子
ど
も
に
対
し
て
は
疑
問
符
が
つ
き
ま

す
。
あ
く
ま
で
短
期
間
限
定
の
暫
定
値
で
あ

る
べ
き
で
す
。
持
続
的
に
１
年
間
か
け
て
被

曝
す
る
場
合
と
短
期
間
で
被
曝
す
る
場
合
で

は
、
後
者
の
ほ
う
が
は
る
か
に
危
険
で
あ
る

と
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

内
部
被
曝
を
減
ら
す

　

放
射
性
物
質
を
飲
み
込
ん
だ
り
、
吸
引
し

た
場
合
な
ど
に
内
部
被
曝
は
起
こ
り
ま
す
。

体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
放
射
性
物
質
は
、
核

種
に
よ
っ
て
集
積
し
や
す
い
組
織
や
臓
器
が

あ
り
、
た
と
え
ば
放
射
性
ヨ
ウ
素
は
血
中
に

移
行
し
、
10
〜
30
％
は
甲
状
腺
に
蓄
積
さ
れ

ま
す
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
骨
や
肝
臓
に
蓄
積

さ
れ
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
特
定
の
親
和
性

臓
器
を
持
た
ず
全
身
に
分
布
し
ま
す
。
内
部

被
曝
は
放
射
性
物
質
が
体
内
に
存
在
す
る
限

り
続
き
、
体
内
残
留
量
は
物
理
的
な
減
衰
と

新
陳
代
謝
な
ど
の
生
物
学
的
な
減
衰
の
両
方

平成23年10月18日（火）、荻窪法人会厚生事業委員会主催、アフラック共催、（株）
アーバンファミリー後援による健康セミナーが開催されました。講師には、東邦大
学医学部客員教授であり、日本ジャーナリスト協会幹事を務める松井宏夫氏をお
迎えしました。ここでは２時間にわたる講演から、ポイントごとにご紹介します。
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まついひろお　1951年富山県生まれ。中央大学卒業。サンケイ出版、「週刊サンケイ」記者を経てフリージャー
ナリストになる。医療最前線の社会的問題に取り組み、高い評価を受けている。名医本のパイオニアであ
るとともに、わかりやすい医療解説でも定評がある。テレビ、ラジオ、新聞、週刊誌などで幅広く活躍中。

原
発
事
故
・
放
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の
危
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性

【厚生事業委員会とは】厚生事業委員会は主に会員企業の福利厚生を担当する委員会です。
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管理の一環として毎年秋に健康セミナーを開催していますが会員に限らず一般の方にもセミナーの受講を促進しています。
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で
減
少
し
ま
す
。

　

広
島
で
の
原
爆
被
爆
後
調
査
で
は
、
２
〜

３
年
で
急
性
リ
ン
パ
性
お
よ
び
慢
性
骨
髄
性

白
血
病
が
増
加
し
、
５
年
で
ピ
ー
ク
に
達

し
、
急
性
骨
髄
性
白
血
病
は
被
爆
後
５
年
以

降
、
固
形
が
ん
は
10
年
後
か
ら
増
加
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
小
児
の

甲
状
腺
が
ん
が
５
〜
10
年
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
に
と
っ
て
一
番
大
事

な
の
は
内
部
被
曝
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。
放

射
性
物
質
が
舞
う
の
は
地
上
３
階
く
ら
い
ま

で
が
多
く
、
こ
れ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
用
の

マ
ス
ク（
Ｎ
95
）で
か
な
り
遮
断
さ
れ
ま
す
。

野
菜
は
、
基
準
に
よ
り
Ｏ
Ｋ
に
な
っ
て
い
る

も
の
が
市
場
に
出
て
い
ま
す
が
、
リ
ス
ク
を

減
ら
す
た
め
に
西
の
ほ
う
の
も
の
を
選
び
、

茹
で
る
こ
と
で
セ
シ
ウ
ム
な
ど
は
５
分
の
１

に
な
り
ま
す
。
水
道
水
は
安
全
宣
言
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
や
は
り
リ
ス
ク
を
減
ら
す
な
ら

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
、
そ
れ
も
よ
り
西
の
水

を
。
牛
乳
は
原
乳
を
ま
ぜ
て
し
ま
う
の
で
、

数
値
は
少
な
い
で
す
が
、
信
用
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。
魚
で
心
配
な
の
は
、
半
減
期
が

30
年
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
で
す
。
心
配
な
方

は
、
魚
は
日
本
海
側
か
外
国
産
を
、
牛
肉
も

外
国
産
の
も
の
を
。
た
だ
、
あ
ま
り
神
経
質

に
な
る
と
何
も
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

自
分
の
年
齢
も
考
え
、
し
か
し
、
孫
に
は
よ

く
な
い
だ
ろ
う
な
ど
、
ご
自
分
で
考
え
て
判

断
さ
れ
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

先
進
医
療
と
は

　

最
先
端
の
医
療
は
、
先
進
医
療
も
含
め
て

紹
介
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
は

ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
先
端
医
療
は
健
康
保

険
適
用
外
で
す
べ
て
自
由
診
療
で
す
。
一

方
、
先
進
医
療
は
、
特
別
料
金
を
自
費
負
担

し
、
検
査
な
ど
の
通
常
の
治
療
と
共
通
す

る
部
分
は
一
般
の
保
険
診
療
と
同
じ
で
す

1
9
4
8
年
に
「
高
度
先
進
医
療
」
の
制
度

が
創
設
さ
れ
、
2
0
0
5
年
に
「
先
進
医

療
」
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
10
月
現

在
、
対
象
は
1
1
7
種
類
、
実
施
機
関
は

1
0
0
8
施
設
あ
り
ま
す
。

　

先
進
医
療
は
、
こ
れ
か
ら
国
民
に
有
益
に

な
る
だ
ろ
う
と
い
う
も
の
を
選
ぶ
の
で
、
将

来
的
に
は
保
険
適
用
に
な
る
も
の
で
す
。
最

近
、
保
険
適
用
に
な
っ
て
人
気
の
あ
る
も
の

に
、
前
立
腺
が
ん
な
ど
の
「
強
度
変
調
放
射

線
療
法
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）」
や
「
ミ
ニ
マ
ム
創

内
視
鏡
下
手
術
」
が
あ
り
ま
す
。

　

先
進
医
療
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
、

病
院
で
は
そ
れ
を
説
明
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
患
者
さ
ん
が
希
望
し
た
場
合
は
、
そ
の

技
術
を
持
っ
て
い
る
病
院
を
紹
介
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
自
分
の
病
院
で
も
そ
の

治
療
が
で
き
る
よ
う
技
術
を
取
り
入
れ
ま

す
。

そ
う
し
て
、
治
療
で
き
る
と
こ
ろ
が
ど
ん
ど

ん
増
え
る
と
保
険
適
用
に
な
り
ま
す
。

先
進
医
療
の
実
際

　

で
は
、
先
進
医
療
と
言
わ
れ
る
も
の
に
、

ど
う
い
う
も
の
が
あ
る
か
紹
介
し
ま
す
。

　

光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
を
用
い
た
、

う
つ
症
状
の
鑑
別
診
断
補
助
─
─
今
ま
で

精
神
科
の
診
断
は
、
て
ん
か
ん
以
外
は
問

診
で
、
医
師
の
経
験
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
は
正
し
い
診
断
が
で

き
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
、
そ
の
結
果
、

処
方
薬
が
非
常
に
多
く
な
っ
た
り
、
自
殺

者
も
増
え
て
い
ま
す
。
先
進
医
療
で
あ
る

光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
は
、
う
つ
病
の

患
者
さ
ん
に
装
置
を
装
着
し
て
脳
活
動
状

態
の
変
化
を
測
定
し
、
デ
ー
タ
を
解
析
し

て
、
い
ず
れ
か
の
精
神
疾
患
の
パ
タ
ー
ン

に
合
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
で
、
臨
床
診

断
の
補
助
と
す
る
も
の
で
す
。

　

脊
椎
腫
瘍
に
対
す
る
腫
瘍
脊
椎
骨
全
摘

術
─
─
肺
が
ん
や
乳
が
ん
は
転
移
し
た
場

合
、
背
骨
に
転
移
す
る
こ
と
が
多
い
。
10

人
に
１
人
く
ら
い
の
割
合
で
、
一
つ
の
骨

に
し
か
転
移
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
場
合
、
脊
椎
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
取
り

出
し
て
、
骨
の
代
わ
り
に
金
属
を
入
れ
る

と
、
が
ん
を
取
り
去
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

抹
消
血
単
核
球
移
植
に
よ
る
血
管
再
生
治

療
─
─
対
象
と
な
る
の
は
「
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
」
と
「
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
」
で
下
肢
を
切

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
で
す
。
血
液
成

分
の
ひ
と
つ
「
単
核
球
」
と
い
う
細
胞
を
患

者
さ
ん
の
血
液
か
ら
取
り
出
し
て
筋
肉
に
移

植
す
る
も
の
で
、
新
生
血
管
が
作
ら
れ
、
早

い
と
１
週
間
程
度
で
効
果
が
出
ま
す
。

　

早
期
胃
が
ん
に
対
す
る
腹
腔
鏡
下
セ
ン
チ

ネ
ル
リ
ン
パ
節
検
索
─
─
日
本
人
の
罹
患
が

最
も
多
い
胃
が
ん
を
、
よ
り
身
体
に
や
さ
し

い
治
療
に
す
る
も
の
で
す
。

　

内
視
鏡
下
手
術
用
ロ
ボ
ッ
ト
（
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
）
を
用
い
た
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
─

─
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
の
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
使

っ
た
バ
イ
パ
ス
手
術
で
、
究
極
の
身
体
に
や

さ
し
い
手
術
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
や
は
り
ロ
ボ
ッ
ト
を
使

っ
た
手
術
「
根
治
的
前
立
腺
全
摘
術
に
お

け
る
内
視
鏡
下
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
」、「
大

腸
が
ん
に
対
す
る
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥

離
術
」、
肺
が
ん
の
「
胸
部
悪
性
腫
瘍
に
対

す
る
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
療
法
（
Ｒ
Ｆ
Ａ
）」、

乳
が
ん
で
注
目
の
治
療
「
Ｍ
Ｒ
ガ
イ
ド
下

集
束
超
音
波
手
術
（
Ｆ
Ｕ
Ｓ
）」
な
ど
の
先

進
医
療
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
適
用

す
る
か
ど
う
か
は
、
厚
生
労
働
省
の
先
進

医
療
専
門
家
会
議
に
お
い
て
検
討
さ
れ
ま

す
。
先
進
医
療
に
よ
り
、
皆
さ
ん
が
体
に

負
担
の
少
な
い
方
法
で
手
術
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
先
端
の
医
療
が
救
う



順 位 ブロック ネット合計

優 勝 3 445.8

準優勝 5 448.2

第 3 位 2 450.4

第 4 位 4 457.2

第 5 位 1 466.0

順 位 氏　名 グロス ネット

優 勝 秦和久 87 72.6

準優勝 白石恵 80 72.8

3 位 小竹良夫 91 73.0

4 位 田中一弘 78 73.2

5 位 海野貴史 87 73.8

6 位 田辺一郎 86 74.0

7 位 新田郷 85 74.2

8 位 高田伸裕 89 74.6

9 位 平野知也 94 74.8

1 0 位 小張正就 94 74.8

（株）泉商会 （株）永田商会

（株）東洋時計 鳥羽建設（株）

（株）ジーエスケイ 野田造園（株）

（株）興建社 （株）ロードランナー

（株）大同生命保険 （有）尚文堂印刷所

（株）井口鉱油 （株）保坂彫刻工業所

富士商会（株） （株）メディカルゲートウエイジャパン

東亜紙巧業（株） 飯能グリーンカントリークラブ

（株）石萬

第10回
ブロック対抗ゴルフ大会

会員同士の交流も深まる「ブロック対抗ゴルフ大会」は
毎年行われ、会員の楽しみのひとつです。

真剣なプレーで個人と各ブロックで成績を競い合い
会員企業の協力で賞品の提供をしていただいています。

10
月
14
日
（
金
）、
埼
玉
県
・
飯
能
グ
リ

ー
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
第
１
０

回
荻
窪
法
人
会
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
清
清
し
い
秋
の

天
気
の
中
、
合
計
で
46
名
の
会
員
の
方
に

存
分
に
日
頃
の
腕
前
を
披
露
い
た
だ
け
ま

し
た
。

今
年
は
前
回
ま
で
と
コ
ー
ス
を
変
更
し
て

の
競
技
だ
っ
た
た
め
、
気
分
を
新
た
に
素

晴
ら
し
い
飯
能
グ
リ
ー
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
コ
ー
ス
を
堪
能
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
無
事
に
ゴ
ル
フ
も
終
わ
り
昨
年
同
様
、

西
荻
の
こ
け
し
屋
で
の
パ
ー
テ
ィ
へ
と
。
第

三
ブ
ロ
ッ
ク
の
白
川
恵
様
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
も
あ
り
話
題
が
尽
き
な
い
和
や
か
な
パ

ー
テ
ィ
と
な
り
ま
し
た
。

小
竹
会
長
の
挨
拶
の
後
、
第
５
ブ
ロ
ッ
ク

の
坂
田
氏
の
乾
杯
、
そ
の
後
よ
い
よ
成
績

発
表
で
す
。
個
人
戦
は
新
ベ
リ
ア
方
式
で

競
技
が
行
わ
れ
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
の
秦
和
久

氏
が
見
事
優
勝
。
2
位
に
は
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
な
さ
れ
た
第
3
ブ
ロ
ッ
ク
の
白
川
恵

女
史
、
3
位
は
第
5
ブ
ロ
ッ
ク
の
小
竹
会

長
が
入
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

は
第
2
ブ
ロ
ッ
ク
の
田
中
一
弘
氏
が
獲
得
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
ネ
ッ
ト
団
体
戦
で
は
見

事
第
3
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
様
が
優
勝
。
グ
ロ
ス

団
体
戦
は
第
5
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
様
の
優
勝
。

成
績
発
表
の
後
、
中
締
め
の
ご
挨
拶
を

柴
田
副
会
長
か
ら
賜
り
、
宴
も
た
け
な

わ
の
中
、
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
回
の
大
会
で
も
会
員
有
志

企
業
よ
り
多
数
の
賞
品
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
運
営
に

多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
け
し

屋
様
、
事
務
局
の
皆
様
に
も
重
ね
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

存
分
に
日
頃
の
腕
前
を

披
露
い
た
だ
け
ま
し
た総

務
委
員 

中
島
康
治

成績表（敬称略）
個人成績

賞品をご提供いていただいた企業一覧（順不同）

団体戦成績（ネット）
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ブロック対抗ゴルフ大会初の

ホールインワン

快挙！



税 務 コ ー ナ ー

25　

e-Tax（国税電子申告・納税システム）による提出
法定調書の作成・提出はパソコンで!!

光ディスク等（CD、DVD、MO、FD）により提出

年末調整等説明会のお知らせ
平成23年分年末調整等説明会を下記の日程で開催いたしますので、御出席ください。

※対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。

開催日 説明会会場 対象地域（ ※ ） 開催時間

11月14日 (月 )
久我山会館 久我山3-23-20
(井の頭線久我山駅より
徒歩3分)

久我山、宮前、松庵

用紙配布 13：00 ～ 13：30
11月17日 (木 ) 勤労福祉会館　

桃井4-3-2
(荻窪駅北口より0番または
西荻窪駅より4番のバスで
桃井4丁目下車)

今川、上井草、上荻、
清水、善福寺、西荻北
南荻窪、桃井 説 明 会 13：30 ～ 15：30

11月18日 (金 )
天沼、井草、荻窪、下井草
西荻南、本天沼

〔お問い合わせ先〕

○説明会、源泉所得税関係について 荻窪税務署　源泉所得税担当 TEL（3392）1111　内線515、516
○用紙請求、法定調書関係について 荻窪税務署　管理運営部門 TEL（3392）1111　内線113
※税務署にお架けいただいた電話は、自動音声で御案内しています。
　お問い合わせは、音声案内で「2」番（税務署）を選択した後、交換手に内線番号をお伝えください。

○給与支払報告書及び特別徴収について 杉並区役所　課税課　特別徴収係 TEL（3312）2111　内線1204 ～ 1209

自宅やオフィス、税理士事務所からインターネットを利用して決定調書（合計表）提出ができるので税務署への送付や
持参の必要がなく、大変便利です。詳しい情報は、e-Taxホームページをご覧ください。

市販の表計算ソフト等を利用してデータ作成ができます。大量の法定調書を作成する場合に適しており、事務の省力化、
効率化、またペーパーレス化が実現できます。

（御利用には、電子申告・納税等開始届出書の提出及び電子証明書の取得などが必要です。）
なお、荻窪税務署へ御提出いただく法定調書の署番号は、  01149   です。
お間違いのないようにお願いします。

e-Taxの操作に関するお問い合わせは、「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク」（TEL 0570-01
イーコクゼイ

5901）へ
※月曜日から金曜日（祝日等及び12月29日～1月3日を除く）の午前9時から午後5時までご利用いただけます

（ご利用時間については、今後変更する場合もありますので、事前にe-Taxホームページでご確認ください）。

イータ君

www.e-tax.nta.go.jp

イータックス 検索
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（
1
）
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

　
　 

変
え
て
き
た
日
本
人

戦
後
最
大
の
被
害
と
な
っ
た
東
日
本

大
震
災
は
記
憶
に
新
し
く
、
い
ま
だ
傷

跡
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
人
は

い
つ
も
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
き
た
。

①
関
東
大
震
災

大
正
12
年
9
月
1
日
に
発
生
し
た

関
東
大
震
災
。
東
京
を
中
心
と
し
た
大

震
災
。（
実
は
被
害
は
こ
の
会
場
の
あ

る
神
奈
川
県
が
最
大
だ
っ
た
。）
死
者

1
0
5
0
0
0
人
。「
東
京
は
、
も
う
終

わ
り
だ
と
誰
も
が
思
っ
た
…
」「
そ
れ
で

も
日
本
人
は
め
げ
な
か
っ
た
」「
被
害
の

た
び
に
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
き

た
。」
そ
し
て
今
東
京
は
世
界
で
最
も
発

展
し
た
大
都
市
に
な
っ
た
。

②
石
油
シ
ョ
ッ
ク

戦
後
、
全
国
民
を
大
混
乱
に
陥
れ
た

の
は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
だ
ろ
う
。
昭
和

48
年
10
月
6
日
第
四
次
中
東
戦
争
が
勃

発
。（
昭
和
47
年
に
初
当
選
し
た
小
泉
氏

も
政
治
家
と
し
て
混
乱
に
対
応
に
あ
た
っ

た
そ
う
で
す
。）

1
バ
ー
レ
ル
＝
2
ド
ル
前
後
だ
っ
た
石

油
は
、
1
バ
ー
レ
ル
10
ド
ル
前
後
に
跳
ね

上
が
っ
た
。
当
時
、
石
油
が
安
い
た
め
に

経
済
発
展
を
続
け
て
い
た
日
本
は
大
パ
ニ

ッ
ク
に
な
っ
た
。
石
油
を
90
％
以
上
中
東

に
依
存
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
物
価
上

昇
20
％
超
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
さ

に
狂
乱
物
価
。
当
時
の
国
会
は
、「
買
占

め
防
止
法
案
」
や
「
売
り
占
め
防
止
法

案
」
で
対
応
す
る
も
、
効
果
は
限
定
的

だ
っ
た
。
あ
の
当
時
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
と
洗
剤
が
町
か
ら
消
え
た
。（
な
ぜ
、

そ
の
二
つ
だ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

日
本
人
は
き
れ
い
好
き
な
国
民
だ
か
ら
だ

ろ
う
か
。）
こ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
、

今
の
日
本
は
、
環
境
先
進
国
に
な
っ
た
。

（
2
）
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
教
訓
か
ら

　
　 

学
ん
だ
こ
と

堺
屋
太
一
氏
が『
油
断
！（
1
9
7
5
年
）』

で
1
バ
ー
レ
ル
1
0
0
ド
ル
時
代
を
予
見

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
数
年
前
、
1
バ
ー

レ
ル
＝
1
4
0
ド
ル
時
代
が
到
来
し
た
。

し
か
し
、大
し
た
混
乱
に
な
ら
な
か
っ
た
。

な
ぜ
だ
ろ
う
か
？
日
本
は
、
石
油
シ
ョ
ッ

ク
の
経
験
か
ら
、
3
つ
の
対
策
を
立
て
た
。

①
石
油
の
備
蓄
率
の
向
上
。
②
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
製
品
の
開
発
。
③
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
。
そ
の
結
果
、
石
油
依
存

度
は
当
時
の
90
％
か
ら
現
在
40
％
程
度

に
な
っ
た
の
だ
。
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

て
、
少
し
高
く
て
も
燃
費
の
い
い
車
を
作

る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
は

「
世
界
で
通
用
す
る
車
」
を
作
っ
た
。
30

年
前
、
日
本
の
車
が
ア
メ
リ
カ
の
車
よ
り

も
売
れ
る
時
代
を
誰
が
想
像
し
た
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
今
、
電
気
自
動
車
が
普
及

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
L
E
D
電
球

の
普
及
も
、
よ
り
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
を
模
索
し
た
結
果
と
言
え
る
。

原
子
力
発
電
も
ま
た
、
石
油
依
存
度

を
下
げ
る
も
の
と
し
て
推
進
さ
れ
た
も
の

だ
っ
た
。

（
3
）
原
子
力
発
電
を
ど
う
す
べ
き
か

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、「
原
子
力

発
電
は
コ
ス
ト
が
安
い
」
と
は
言
え
な
く

な
っ
た
。
ひ
と
た
び
事
故
が
起
こ
る
と
大

変
な
被
害
に
な
る
。
し
か
も
日
本
は
国
土

が
狭
い
。

「
日
本
は
原
発
依
存
度
を
下
げ
る
べ
き

で
あ
る
。」「
原
発
コ
ス
ト
を
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
シ
フ
ト
す
べ

き
で
あ
る
。」

日
立
製
作
所
の
人
の
話
で
は
、
捨
て

ら
れ
た
製
品
（
携
帯
、
T
V
、
冷
蔵
庫

な
ど
）
の
部
品
の
な
か
か
ら
資
源
を
取
り

出
す
技
術
は
も
う
す
で
に
あ
る
（
都
市
鉱

山
）。
あ
と
は
コ
ス
ト
の
問
題
で
あ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
で
も
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
で
も
走
る
車
が
あ
る
。
日
本

で
は
ブ
ラ
ジ
ル
ほ
ど
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
作
れ

な
い
た
め
、
食
料
高
騰
の
心
配
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
豊
富
な
木
材
な
ど
か
ら
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
を
作
り
、
そ
れ
で
走
れ
る
車

を
作
る
べ
き
で
あ
る
。
将
来
、「
日
本
の

安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
必
要
な
時
代
は

必
ず
来
る
。
日
本
は
そ
れ
を
輸
出
す
べ
き

で
あ
る
。
日
本
人
は
い
つ
も
ピ
ン
チ
を
チ

ャ
ン
ス
に
変
え
て
き
た
の
だ
か
ら
。

税制改正要望大会 
第28回 法人会全国大会  神奈川大会のご報告
平成23年10月6日（ 木）、横浜にて法人会の全国大会が開催されました。荻窪法人会から
計10名が参加しました。今回は、このときの税制改正要望の要旨（ スローガン）と記念式
典の内容をご紹介します。　　　　　　　　　　　小林誉光／荻窪法人会 税制副委員長

【税制委員会とは】会員の意見・
要望を反映しながら、税のある
べき姿を検討し、税制改正に関
する提言を取りまとめています。
その提言は、政府や国会への働
きかけを通じて、いままでにも
大きな成果をあげています。ま
た、行政と協力し、イベント等
の活動もしております。

記
念
講
演
会
「
日
本
の
歩
む
べ
き
道
」

講
師
：
元
内
閣
総
理
大
臣
　
小
泉
純
一
郎
氏

「
平
成
24
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

（
総
論
）「
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
議
員
・
公
務
員
定
数
の
大
胆
な
削
減
を
！
」

　
　
　

「
地
域
経
済
を
担
い
、
新
成
長
の
原
動
力
と
な
る
中
小
企
業
に
活
力
を
！
」

（
震
災
復
興
）「
短
期
間
に
大
規
模
か
つ
大
胆
な
国
費
投
入
で
復
興
に
全
力
を
！
」

（
所
得
税
）「
所
得
税
は
広
く
薄
く
負
担
を
求
め
、
基
幹
税
と
し
て
の
役
割
強
化
を
！
」

（
法
人
税
）「
法
人
実
効
税
率
は
欧
州
・
ア
ジ
ア
主
要
国
並
み
の
30
％
以
下
に
引
き
下
げ
を
！
」

（
事
業
承
継
税
制
）「
適
用
要
件
を
緩
和
・
是
正
し
、

　
　
　
　
　
　
　

 

企
業
の
継
続
に
役
立
つ
事
業
承
継
税
制
を
！
」

（
消
費
税
）「
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
の
前
に
、
徹
底
し
た
行
革
に
よ
り

　
　
　
　
　
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
！
」

（
地
方
税
）「
地
方
分
権
の
推
進
の
た
め
、
三
位
一
体
改
革
の
更
な
る
徹
底
を
！
」

（
そ
の
他
）「
年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
に
つ
い
て
改
革
を
断
行
し
、

　
　
　
　

  

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
！
」
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（
4
）
終
戦
後
の
日
本
の
目
標

終
戦
後
、
日
本
は
二
つ
の
目
標
を

掲
げ
た
。「
二
度
と
戦
争
は
し
な
い
」

と
「
長
生
き
で
き
る
国
」
で
あ
る
。

①
「
二
度
と
戦
争
は
し
な
い
」

猪
瀬
直
樹
氏
『
昭
和
16
年
夏
の
敗

戦
』。
昭
和
16
年
夏
（
開
戦
直
前
の
夏
）、

30
数
名
の
若
手
官
僚
を
集
め
て
「
日
本

が
ア
メ
リ
カ
と
戦
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
」

に
つ
い
て
試
算
さ
せ
て
い
た
。「（
開
戦
し

た
ら
）
必
ず
負
け
る
」。
し
か
し
、
昭
和

16
年
12
月
開
戦
。
そ
の
報
告
は
活
か
さ

れ
な
か
っ
た
。
終
戦
後
、
日
本
の
二
つ
の

選
択
は
、「
再
軍
備
」
ま
た
は
「
ア
メ
リ

カ
と
同
盟
」
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
は

日
米
安
保
条
約
を
締
結
す
る
。

こ
れ
は
「
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
巻
き
込

ま
れ
る
」
可
能
性
も
あ
っ
た
が
、「
非
武

装
中
立
」
を
掲
げ
る
日
本
の
場
合
、
ピ

ス
ト
ル
の
撃
ち
方
を
知
ら
な
い
人
が
戦
え

な
い
の
も
現
実
だ
っ
た
。

戦
後
の
歴
史
の
な
か
で
日
本
が
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
な
か
っ
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
。
そ
れ
は
日
米
安
保
が
正
し
か
っ
た

こ
と
の
証
明
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
後
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
中
国

と
の
関
係
も
重
要
で
あ
る
。
中
国
の
発

展
を
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
べ
き
で

あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
は
、
国
際
社

会
か
ら
の
孤
立
が
招
い
た
も
の
で
あ
る
。

二
度
と
国
際
社
会
か
ら
孤
立
し
て
は
な

ら
な
い
。

②
長
生
き
で
き
る
国

戦
後
復
興
の
た
め
に
、「
食
料
の
確

保
」「
病
院
の
拡
充
」「
衛
生
状
態
の
改

善
（
水
）」
を
目
標
に
し
て
き
た
。

そ
し
て
今
、
誰
も
が
安
心
し
て
水
を
飲

め
る
。
栄
養
が
足
り
な
く
て
死
ぬ
人
は
い

な
く
な
っ
た
。（
栄
養
を
取
り
す
ぎ
て
病

気
に
な
る
人
は
増
え
た
か
も
し
れ
な
い
が
）

1
0
0
歳
以
上
の
人
が
全
国
で

4
7
0
0
0
人
。（
そ
の
う
ち
4
万
人
が

女
性
）

日
本
は
、「
二
度
と
戦
争
は
し
な
い
」「
長

生
き
で
き
る
国
」
と
い
う
二
つ
の
目
標
を

達
し
た
。

（
5
）
だ
か
ら
政
治
は
難
し
い

戦
後
、
日
本
の
政
治
家
は
、「
二
度
と

戦
争
は
し
な
い
」「
長
生
き
で
き
る
国
」

と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
達
成
し
て
き
た
。

し
か
し
、
次
か
ら
次
へ
問
題
が
出
て
く
る

も
の
で
あ
る
。（
な
か
な
か
政
治
に
感
謝

は
し
て
も
ら
え
な
い
も
の
で
あ
る
）

長
生
き
で
き
る
国
と
な
っ
た
日
本
は
、

医
療
費
の
増
大
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。

私
が
総
理
大
臣
の
と
き
に
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
を
成
立
さ
せ
た
。

「
後
期
高
齢
者
」
と
い
う
名
称
ば
か
り

取
り
上
げ
ら
れ
て
、
マ
ス
コ
ミ
や
野
党
か

ら
批
判
を
受
け
た
。
で
も
、「
年
齢
を

区
別
せ
ず
に
医
療
費
改
革
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
？
」。
も
し
一
律
に
医
療
費
を

上
げ
た
ら
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
に
負
担

が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。「
増
税
は
い

や
だ
」「
負
担
は
い
や
だ
」
で
は
成
り
立

た
な
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
批
判
し
て

い
た
民
主
党
だ
っ
た
が
、
い
い
こ
と
ば
か

り
言
っ
て
い
た
た
め
与
党
に
な
っ
て
苦
し

ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
政
治
は
難
し
い
。

こ
れ
か
ら
の
与
党
は
難
し
い
。

（
6
）
国
家
の
た
め
に
役
立
つ
国
民
を

政
治
と
は
、
国
家
の
た
め
に
役
立
つ
国

民
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

①
「
天
は
自
ら
を
助
く
る
者
を
助
く
」

『
坂
の
上
の
雲
』
な
ど
を
読
む
と
、「
明

治
の
時
代
の
政
治
家
は
立
派
だ
っ
た
」

と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
明

治
の
時
代
の
人
が
よ
か
っ
た
」
と
は
私
は

思
わ
な
い
。
こ
の
時
代
は
、
戦
争
の
連

続
だ
っ
た
。
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
て
勝

利
し
て
も
、
医
療
保
険
も
な
け
れ
ば
、

生
活
保
護
な
ど
な
い
。（
ま
さ
に
自
己
責

任
の
時
代
）。
こ
の
時
代
に
好
ま
れ
た
本

に
「
自
助
論
」
や
「
学
問
の
す
す
め
」

が
あ
る
。「
天
は
自
ら
を
助
く
る
者
を
助

く
（
自
助
伝
の
序
文
）」。「
学
問
を
身

に
つ
け
た
者
が
（
身
分
で
は
な
く
）
能

力
に
応
じ
て
向
上
で
き
る
。
そ
し
て
、
一

人
一
人
が
独
立
し
て
生
計
を
立
て
ら
れ
る

国
民
が
い
る
国
が
独
立
で
き
る
。（「
学

問
の
す
す
め
」）」

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
意
味

イ
ギ
リ
ス
の
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
」

と
は
、実
は
「
公
立
」
で
は
な
く
「
私
立
」

で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
な

の
か
。
こ
れ
は
「
将
来
、
公
の
た
め
に
役

立
つ
人
材
を
育
成
す
る
」
か
ら
で
あ
る
。

③
大
統
領
の
就
任
演
説

J
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
ー
の
就
任
演
説
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。「
祖
国
が
あ
な
た
に

何
を
し
て
く
れ
る
か
を
尋
ね
て
は
な
り
ま

せ
ん
、
あ
な
た
が
祖
国
の
た
め
に
何
を
で

き
る
か
考
え
て
欲
し
い
」

（
今
の
日
本
で
こ
ん
な
こ
と
を
政
治
家

が
言
っ
た
ら
き
っ
と
笑
わ
れ
る
だ
ろ
う
。）

2
年
前
の
オ
バ
マ
大
統
領
の
就
任
の

際
、「
今
は
責
任
の
時
代
。
国
家
に
対
す

る
責
任
を
果
た
そ
う
」
と
演
説
し
た
。

④
尾
崎
行
雄
の
最
後
の
言
葉

1
8
9
0
年
の
第
一
回
総
選
挙
で
当

選
し
て
以
来
、
25
回
連
続
当
選
の
記
録

は
絶
対
に
破
ら
れ
な
い
。
そ
ん
な
政
治
家

「
尾
崎
行
雄
」
氏
の
最
後
の
言
葉
が
、
憲

政
記
念
館
に
あ
る
。「
人
生 

の
本
舞
台

は
、
常
に
将
来
に
在
り
」。
こ
れ
は
94
歳

で
亡
く
な
る
直
前
の
言
葉
で
あ
る
。

お
わ
り
に

（
会
場
に
い
る
皆
さ
ん
は
）
ま
だ
ま
だ

若
く
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

中
小
企
業
の
経
営
者
で
あ
る
み
な
さ
ん

は
、
常
に
自
ら
を
向
上
さ
せ
て
、
困
難

に
立
ち
向
か
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
（
自

ら
の
力
で
）
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
。

元内閣総理大臣 小泉純一郎氏。 国税庁長官 川北力氏。 法人会会長 大橋光夫氏。 参加者で記念撮影。
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このコーナーは、話題になっている税の話や、法改正の話などをわかりやすく解説していきます。こんな話題を解説して欲しいなどご要望
があればリクエストをお待ちしています。法人会事務局までご連絡ください。

小 林 誉 光  税制 副 委員長

今話 題の 消費税法の改正内容

1　　免税事業者の適用要件が見直されました

2　　「95％ルール」の適用要件が見直されました。

［1］現行の免税事業者
　その課税期間の「基準期間における課税売上高」が1,000万円を超える事業者の方は、「課税事業者」
となります。基準期間とは、個人事業者は「前々年」、法人は「前々事業年度」をいいます。
　逆にいえば、「基準期間における課税売上高」が1,000万円以下の事業者については、その課税期間は、

「免税事業者」になります。これが課税免税点制度です。
　したがって、新たに法人を設立した場合において、「第一期」および「第二期」については、「基準期間の
課税売上高」が存在しないため、原則として「免税事業者」になっていました。

（例外）設立後「第一期目」および「第二期目」でも課税事業者になる場合
①課税事業者を選択した事業者
②資本金の額又は出資の金額が1,000万円以上の法人

［2］改正内容
　「前事業年度の上半期（６カ月）の課税売上高」が1,000万円を超えた場合、当課税期間から「課税事業者」
になります。つまり、従来は、「前々事業年度」でのみ判定すればよかったのですが、新たに、「前事業年度
の上半期」についても、課税売上高の判定をおこなう必要がでてきました。
　しかし、法人によっては、（前事業年度の）「上半期の課税売上高」を合理的に集計するのが難しい会社も
あると思われます。そこで、「上半期の課税売上高」に代えて、「上半期の給与支払額の合計額」で判定する
ことも認められました。

（＊「給与支払額の合計額」での判定ができるのは、この前事業年度の上半期の判定に限られますので注
意してください。）

［3］開始時期
平成25年1月1日以後に開始する事業年度から適用

（6 ヶ月間の判定期間は、平成24年1月1日からはじまります）

※「課税事業者」とは、消費税の
納税義務がある事業者をいいます。
基準期間とは、個人事業者は「前々
年」、法人は「前々事業年度」をい
います。

平成23年6月に消費税法が改正になりました。今回は、その内容をご説明します。

第 25 回
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法人会では、 会員の皆様
の声を税制に反映すべく、
活動をおこなっています。

小林誉光 税制副委員長

2　　「95％ルール」の適用要件が見直されました。

［1］対象となる事業者
「当課税期間の課税売上高」が5億円を超える場合
（注）この規定は、「基準期間の課税売上高」ではなく、
　　「当課税期間の課税売上高」で判定するため、注意が必要です。

［2］「95％ルール」とは
①大原則
　消費税は、「預かった消費税」から「支払った消費税」を控除して「納付すべき消費税」を計算します。
　しかし、売上の中に「非課税売上高」が存在すると、「支払った消費税」について、「全額控除」できずに「割
合による控除税額の按分計算」が必要になります。（大原則＝割合で按分して控除）
　これは、消費税は「課税売上高に対応する課税仕入れ」についてのみ「仕入れ税額控除」を認めているから
です。逆に言うと、「非課税売上高に対応する課税仕入れ」については、「仕入れ税額控除」を認めないのが
原則です。
　したがって、「課税売上高」と「非課税売上高」の両方が存在する会社は、「全体の売上高のなかにどれだ
け課税売上高が含まれているか」という「課税売上割合」を用いて、「仕入れ税額控除ができる金額」を計算
します。
　　　　課税売上割合＝　　課税売上高　／　（課税売上高＋非課税売上高）

②「95％ルール」
　ただし、売上のほとんどが「課税売上高」の場合（課税売上割合95％以上の場合）には、

「すべての課税仕入れ」について「仕入れ税額控除」を認めています。
　これが、いわゆる「95％ルール」というものです。（例外＝全額控除）

［3］改正内容
　上記（1）「対象となる事業者」に該当する場合には、上記②の「95％ルール」は適用できず、上記①の「大
原則」で計算してください。
　つまり、「当課税期間の課税売上高が5億円を超える場合」には、「支払った消費税額」の全額を控除する
ことができなくなります。
　そこで、「課税売上割合」を用いて、按分計算により「仕入れ税額控除」できる金額を算定することにな
ります。

［4］開始時期
平成24年4月1日以後に開始する事業年度
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す
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様
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東日本大震災に対する義援金のお礼

使用済みカートリッジで東日本被災地支援を! 
 「エコキャップ」で発展途上国の子ども達にワクチンを!

東日本大震災による被災者に対して荻窪法人会として何か出来ないだろうかと小竹会長よりご指示があり、まずは杉並区と災
害協定を結んでいる福島県南相馬市へ義援金を集め杉並区役所を通じて寄贈することと致しました。また、荻窪、西荻窪駅
周辺に於いても街頭義援金集めも行いました。当初の思いとは大幅に多い５００万円強の義援金が集まり杉並区長に手渡し
ました。会員の皆様のあたたかい善意に感謝を申し上げます。下記は小竹会長のお礼の文章です。

6月から使用済みカートリッジとエコキャップの収集をお
願いしたところ、多くの方に賛同をしていただきました。
ありがとうございました、おかげさまで7月・9月・10月
に天沼小学校に届けることができました。大変喜ばれ
ています。今後も、ぜひ続けて欲しいと言われています。
3月11日を忘れないために。「エコキャップ」で救われる命がある。こうした小中
学校の生徒の思いを少しでも応援をしていきたいと思っています。「エコキャップ」
には本当にエコなるのかという見方もあるようですが先ずは生徒の思いを優先し
たいと考えています。カートリッジは小学校からベルマーク教育助成財団を通し
て東日本被災地支援に充てられます。エコキャップはエコキャップ推進協会か
ら世界の子どもにワクチンを日本委員会に寄付されます。

今後とも被災地に対して何らかの有効なお手伝いを考え
て行きたいと思っております。そして、この大災害を私た
ちは少なくても復旧、復興するまでは決して忘れてはなら
ないと思います。最後に区長も１団体としての義援金の
多さに驚かれておられました。

社団法人 荻窪法人会会長 小竹良夫

参加者で記念撮影。

田中区長に義援金を手渡す小竹会長。

回収したカートリッジやエコキャップ。

【部会とは】ある同じ目的
を持った会員の集まりで
す。源泉部会：経理職員
の源泉税を中心とした研
修会などを行う。青年部
会：若手の経営者が集ま
り、研修会や勉強会を行
い、悩みを話し合えるよう
な仲間作りの場ともなって
いる。女性部会：女性経
営者同士の交流や社会貢
献活動を行います。

【広報委員会とは】
納 税 制 度の 普及
発展とよき経営者
を目指す活動や地
域社会貢献を遂行
するための具体的
な企画や実行され
た活動を広報誌や
ホームページなど
から広報活動を行
います。

広報委員会

社会貢献活動事業委員会
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日時 場所 行事内容

平成23年

１１月
15日 火 午後4時 杉並会館 納税表彰式
16日 水 午前10時30分 税務署別館2階 法人税申告書作成研修会
17日 木 午後6時 タウンセブン8階 第22回 異業種交流会
17日 木 午後1時20分 三重県営サンアリーナ 青年部会全国大会
18日 金 午後6時 法人会2階 税を考える研修会
19日 土 午後7時 杉並公会堂 小ホール 第11回 チャリティ・クラシックコンサート

「チェコでもっとも注目の
演奏家イルヴィン・ヴェニシュのクラリネットを聞く」

20日 日 午前7時 三崎方面 第4ブロック日帰りバス研修会
横須賀リサイクルプラザアイクル（ 見学）→城ケ島京急ホテル

（ 昼食・入浴）→三崎港・すかなごっそ（ 買物）

22日 火 午後8時 茨城方面 第3ブロック日帰りバス研修会
「東日本大震災の爪跡は…那珂湊・大洗」
雪印メグミルク工場（ 見学）→那珂湊（ 昼食・買物）→磯前神
社（ 参拝）→大洗リゾートアウトレット（ 見学・買物）

１２月
1日 木 午前8時 横川・軽井沢方面 第1ブロック日帰りバス研修会

晩秋の紅葉を見ながら
群馬県吾妻郡の八ッ場ダム建設予定地から碓氷峠を通り横川
の碓氷峠文化むらを見学

1日 木 午後6時 東信閣 第5ブロック年末研修会・新会員歓迎会
2日 金 午前11時30分 東信閣 受彰者を祝う会
2日 金 午後6時 クラブイン荻窪 青年部会12月研修会
8日 木 午後6時 法人会2階 会員増強報告会議
9日 金 午後4時 タウンセブン8階 正副・常任・年末懇談会

平成24年

１月
16日 月 午後5時 タウンセブン8階 新年賀詞交換会
18日 水 未定 こけし屋 源泉部会 新年研修会
19日 木 未定 未定 女性部会 新年研修会
26日 木 未定 未定 青年部会 新年研修会

２月
7日 火 午後6時 タウンセブン8階 異業種交流会

10日 金 未定 勤労福祉会館 春季特別講演会
14日 火 午後6時 タウンセブン8階 新会員研修（ 歓迎 ）会
21日 火 未定 未定 青年部会 2月研修会
22日 水 未定 未定 第3ブロック 春季ブロック研修会

3月
6日 火 未定 未定 日帰りバス研修会
9日 金 午後6時 法人会2階 税制講演会

5月
22日 火 午後5時 杉並公会堂 小ホール 第39回 通常総会

行事予定表（ 平成23年11月15日～平成24年5月22日 ）

お問い合わせは事務局まで。

S c h e d u l e  t a b l e
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お問い合わせ・資料請求は

〒160-0002 東京都新宿区坂町13－4 全法連会館

FAX.（03）3357-1642


